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本書は、四国縦貫自動車道 (徳島～脇間)の建設に伴い、平成 2年度から4年度にかけて

実施した板野郡上板町所在の柿谷遺跡・菖蒲谷西山B遺跡・山田古墳群Aの発掘調査の成果

をまとめたものであります。

収録した遺跡は阿讃山脈の南麓や扇状地に形成された古墳時代後期の群集墳であります。

従来、当該地域では後期古墳の実態は不明でありましたが、このたび群構成、石室構造な

どを集中的に調査することができました。いずれも後世の人為的改変により、遺存状況は良

好とはいえませんが、馬具を中心とした新たな資料や石室のバリエーションなど、吉野川流

域の後期古墳を検討するうえで、重要な基礎資料が得られたものと考えております。

本書が調査研究の資料として活用され、文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査、報告書の作成にあたり、日本道路公団及び関係機関並びに地元の皆様に

多大の御援助、御協力を頂き、さらに関係各位には貴重な御教示を賜りました。ここに深く

感謝の意を表します。

平成 6年 12月

財団法人 徳島県
理事長  坂

文化財センター
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例

1 本書は平成 2年 (1990)度から平成 4年 (1992)度 にかけて調査を実施した四国縦貫自
動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 柿谷遺跡 。菖蒲谷西山B遺跡・山田古墳群A(板野郡上板町所在)の調査報告を収録し
た。

3 発掘調査は日本道路公団高松建設局から徳島県が委託を受け、徳島県からの委託により、
財団法人徳島県埋蔵文化財センターが実施した。

4 遺構の表示は徳島県埋蔵文化財センターが定める発掘調査基準による略記号を定めた。
凡例

SD tt    SK 土坑    SM 古墳    ST 墓
5 方位は国土座標第Ⅳ座標系の北、高さは東京湾標準潮位 (T.P。 )を表す。
6 本書で用いた土層及び上器の色調は、小山正忠・竹原秀雄編 F新盤標準土色帳』1989年

度版によった。また、ガラス玉の色調は『'80改訂 新色名帳』日本色彩株式会社によった。
7 遺物番号・挿図番号 。図版番号は遺跡ごとの通し番号とした。
8 第 2図の地形図は建設省国土地理院登録の 1/25,000の 地形図「大寺」を転載したもので

ある。

9 調査に当たっては、次の機関の指導・協力を得た。

徳島県教育委員会 日本道路公団高松建設局 同徳島工事事務所
徳島県土本部縦貫道推進局 同中央事務所 上板町
10 発掘調査、整理期間を通じて次の方々に御協力、御教示を得た。

石野博信 魚島純一 佐藤良二 柴田昌児 正岡睦夫 松藤和人 両角芳郎

(五十音順、敬称略)

11 本書の執筆は以下の通りである。

I 菅原康夫   H・ Ⅲ・ V 藤川智之   Ⅳ 須崎一幸
各章の構成はそれぞれの執筆者が担当し、全体の編集を菅原が行った。写真は遺物を島

巡賢二が、遺構をそれぞれの調査担当者が撮影した。

口
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I 調査に至る経緯
四国縦貫自動車道は「国上開発幹線自動車道建設法」及び「高速自動車国道法」に基づき、

四国 4県を連結する幹線道路として整備された。徳島県内では徳島～脇間については昭和48

年 (1973)10月 19日 「道路建設特別措置法Jに基づき建設大臣から第 7次の施工命令が出さ

れ (昭和54年 3月 2日整備計画変更、施工命令)、 昭和55年 12月 19日実施計画の認可、昭和56

年 1月 19日 に路線発表がされた。

これは徳島市川内町の徳島 ICを起点とし、吉野川に平行して西進し、板野郡板野町の沖積

平野を横断した後、同郡上板町から阿波郡阿波町にかけて阿讃山麓を通過して脇 ICを結ぶ、

区間延長44.4km、 用地取得面積259haに及ぶ事業である。

昭和61年 4月 24日道路局長通達により暫定施工に変更され、62年 11月 6日徳島～脇間の起

工式が行われた。昭和63年 5月 31日 には藍住 IC(追加 IC)の施工命令が出され、 6月 30日

に実施計画が認可されている。

この間徳島県教育委員会 (以下「県教委」という。)は、昭和60年～62年度にかけて脇～板

野間、63年度には徳島～板野間の路線に係る分布調査を実施し、埋蔵文化財の実態把握に努

めた。これと前後し、分布調査結果を基に県教委と協議を重ねた日本道路公団高松建設局 (以

下「公団」という。)は、昭和63年 6月 17日、文化庁に脇～板野間にかかる58遺跡の取扱いに

ついて協議を申し入れ、平成元年3月 30日、工事の施工に先立って発掘調査を実施する旨の協

議を終了した。

一方、県教委では供用が第10次 5か年計画に取り入れられ、平成 5年が目標になっている

ことを受けて、63年度に大規模開発に即応した調査体待1の整備を図り、平成元年 4月 1日 、

財団法人徳島県埋蔵文化財センター (以下「センター」という。)を発足させ、調査に対応す

ることとした。センター発足時には未確定であつた徳島～板野間の調査については、平成 2

年 1月 22日 に10遺跡の取扱いについての協議が終了し、路線内に68遺跡、約360,000∬ (暫定

分約340,000m2)、 事業地区面積のほぼ13パーセントにあたる文化財対象地が確定した。(第 1

図)

県と公団との委託契約をふまえ、県とセンタ
上の委託契約は平成元年 6月 1日付けで締結

された。センターでは発掘調査にあたって、機械掘削等工事請負方式と空中写真撮影図化を

導入することによって、調査の迅速化に努める方針で臨んだ。しかし、文化財対象地区があ

くまで分布調査結果に基づくものであり、特に工事請負として設計・発注するためには掘削

土量の把握が不可欠であるため、試掘調査を先行し、遺構の遺存状態及び層厚の把握に努め

た。また、用地取得状況を勘案しつつ、散布地・集落・古墳など、遺跡の性格・遺構の累積

数に応じた調査方法、調査工期について検討を行い、調査を実施した。
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前述したように試掘調査を先行することによって層厚 。調査範囲を絞り込んだことに加え

て、徳島～板野間の沖積平野では現地表面下 3m以深に遺跡が存在することから、遺物の採
集が行われなくとも、慎重を期して微高地が調査対象地とされていたこともあり、最終の実

掘面積は当初見込みに比べて減少した。

平成元年度には、14遺跡14,500m2、 2年度には36遺跡76,390∬、3年度は30遺跡35,748m2、

4年度は残件であった14遺跡6,826m2に ついて、用地取得がなされた地区から工事の工程を勘

案の上、調査を進め、当該区間の調査を完了した。 (第 1表 )。

それぞれの調査の進捗状況については、既刊の徳島県埋蔵文化財センター年報を参照され

たい。

本書所収の遺跡はいずれも古墳群である。調査着手以前に実施した現地確認調査及び試掘

調査では墳丘の槻数把握はなしえたものの、無墳丘の小石室の実数については不明なままで

あった。

特に柿谷遺跡では試掘調査の結果、石室基底部の遺存が確認され、古墳群の存在すること

が判明したが、扇状地形に加え、後世の開墾により墳丘が全く識別できないこと、さらに古

墳の調査であることから、平地部の集落遺跡の調査で実施している工事請負の人力掘削歩掛

かりの適用が馴染まないと判断し、過去の経験値に基づき、 1基当たり/月稼働面積に換算

した古墳歩掛かりを独自に作成して調査を実施した。記録資料の作成にあたっては調査担当

者による図面作成はもとより、ヘリコプター・クレーン・ラジコンヘリによる写真撮影図化

を併用した。

古墳の調査に工事請負を導入することについては、古墳実数が大きく変動しない範囲にお

いて、仮設工事や伐根・除根、土止め等の保安対策上、かなり有効な方法ではあったが、石

室の遺存状況程度、遺物の出土量によって歩掛かり。調査工期の見直しが必要であり、古墳

群個々のケースによる調査工程や設計内容に検討課題を残している。
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調査組織及び整理体制は以下である。

事 務 局 長  日下 昭 (平成元 。2年度) 佐藤信博 (平成 3・ 4年度)

総 務 課 長

主   事

研究補助員

臨時補助員

調 査 課 長

調 整 係 長

技   師

技 術 主 任

調 査 係 長

調 査 担 当

柿谷遺跡

第一次調査

研 究 員  石川直章 (当時)  山下知之 (当時)

武蔵美和 (当時)

第二次調査

研 究 員  池渕 茂 (当時) 藤川智之

辻 佳伸      須崎一幸

菖蒲谷西山B遺跡

第一次調査

研 究 員  久保脇美朗  横畠道彦 (当時)

研究補助員  原 芳伸 (当時)

第二次調査

研 究 員  須崎一幸

山田古墳群 A

研 究 員  鈴木康司 (当時)  柴田昌児 (当時)

向原敬夫 (当時)  佐野耕市

報告書作成業務

柴田 広 (平成 5年度)

吉田 寛 (平成元・ 2年度)  木内正幸 (平成 3年度)

岡本一仁 (平成 4・ 5年度)

佐藤 馨 (平成 2～ 4年度)  三木和文 (平成 5年度)

扶川道代

田村隆子  上田暁美  岸いくみ  大岸さとみ

福原幸恵  柴田みのり 鳴滝淑江  安芸敦子

桑原邦彦 (平成元・ 2年度)  羽山久男 (平成 3・ 4年度)

紀伊司郎 (平成 5年度)

菅原康夫 (平成元年度)  島巡賢二 (平成 2～ 5年度)

森長 進 (平成元 。2年度技術主任)  堀江隆治 (平成 3・ 4年度)

酒井彰彦 (平成 5年度)

島巡賢二 (平成元年度)  菅原康夫 (平成 2～ 5年度)
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柿谷遺跡・山田古墳群 A

研 究 員  藤川智之

菖蒲谷西山B遺跡

研 究 員  須崎一幸

0                      10                     20                    30km

第 1図 四国縦貫自動車道 (徳島～脇)路線図
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第 1表 四国縦貫自動車道 (徳島～脇間)埋蔵文化財調査地一覧表
遺跡

番号
遺跡名 所在地

面積 (m2) 備   考

実堀面積 元年度 2年度 3年度 4年度

l 西長峰遺跡 阿波郡阿波町西長峰

2 中長峰遺跡 阿波郡阿波町中長峰

3 東長峰遺跡 阿波郡阿波町東長降

4 日吉谷遺跡 阿波郡阿波町日吉谷 4,080 1,840 2,240 報告書第 5集所収

5 赤坂遺跡 (I) 阿波郡阿波町赤坂 800 報告書第 1集所収

6 赤坂遺跡 (■ ) 阿波郡阿波町赤坂 報告書第 1集所収

7 赤坂遺跡 (m) 阿波郡阿波町赤坂 1,600 1,000 報告書第 1集所収

8 桜ノ岡遺跡 (I) 阿波郡阿波町桜ノ岡 8,000 2,690 5,310 報告書第 3集所収

9 桜ノ岡遺跡 (lI) 阿波郡阿波町桜ノ岡 報告書第 3集所収

桜ノ岡～東正広
遺跡

阿波郡阿波町小倉 1,000 1,000

山ノ神遺跡 阿波郡阿波町山ノ神

山ノ神～八丁原
遺跡

阿波郡阿波町山ノ神

上喜来遺跡 阿波郡市場町大俣 l.160

大俣山路～大俣
宇佐遺跡

阿波郡市場町大俣 250

上喜来蛭子～中佐
古遺跡

阿波郡市場町上喜来 12,560 11,720 報告書第 7集所収

八坂遺跡 I 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 I 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 H 阿波郡市場町尾開

八坂遺跡 Ⅳ 阿波郡市場町尾開 2,000 2,000

日吉～金清遺跡 阿波郡市場町尾開 3,100 2,850

古田遺跡 (I) 阿波郡市場町切幡

古田遺跡 (■ ) 阿波郡市場町切幡

坤山～観音遺跡 阿波郡市場町切幡

乾山～観音遺跡 阿波郡市場町切幡 850

乾山遺跡 阿波郡市場町切幡 2 2

金蔵～上井遺跡 板野郡生成町浦池 2,730 2,730 報告書第 1集所収

北原～大法寺遺跡 板野郡生成町生成 4,890 4,890 報告書第 6集所収

前田遺跡 板野郡土成町生成 10,810 7,710 3,100 報告書第 2集所収

椎ヶ丸～芝生遺跡 板野郡生成町吉田 3 550 3,550 報告書第 6集所収

北門～涼堂遺跡 板野郡生成町吉田

広坪～宮ノ下遺跡 板野郡生成町宮川内

向山古墳群 板野郡生成町宮川内

葬ヶ丸遺跡 板野郡生成町高尾 1、 400 1.400

けやき原～林遺跡 板野郡生成町高尾 210

西谷遺跡 板野郡生成町高尾 7,300 5,650 1,650

法教田遺跡 (1) 板野郡生成町高尾

十楽寺遺跡 板野郡生成町高尾 報告書第 6集所収

安楽寺谷墳墓群 板野郡上板町引野 2,140 2 140

関掘窯跡 板野郡上板町引野

天神山遺跡 板野郡上板町引野 1,330 1,330 報告書第 1集所収
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遺跡

番号
遺跡名 所在地

面積 (∬ ) 備  考
実堀面積 元年度 2年度 3年度 4年度

青谷遺跡 板野郡上板町引野 3,980 3,110 報告書第 1集所収

明神池古墳群 板野郡上板町引野

柿谷遺跡 板野郡上板町泉谷 8,930 3,280 5,650 本報告書所収

新池遺跡 板野郡上板町泉谷

神宮寺遺跡 板野郡上板町神宅 15,649 11,507 4.142

菖蒲谷西山A遺跡 板野郡上板町神宅

菖蒲谷西山B遺跡 板野郡上板町神宅 1,980 1,730 250 本報告書所収

菖蒲谷東山古墳群 板野郡上板町神宅

山田古墳群A 板野郡上板町神宅 2,200 2.200 本報告書所収

山田古墓 板野郡上板町神宅

山田古墳B 板野郡上板町神宅 775 525

大谷古墳群 板野郡上板町神宅

大谷薬師遺跡 板野郡上板町神宅

祝谷古墳 板野郡上板町神宅

聖天山遺跡 板野郡上板町神宅

黒谷窯跡 板野郡板野町黒谷

松谷遺跡 板野郡板野町松谷

蓮華谷古墳群 (I) 板野郡板野町犬伏 353

蓮華池遺跡 (I) 板野郡板野町犬伏 340 報告書第 4集所収

蓬華谷古墳群 (II) 板野郡板野町犬伏 1,220 1 220 報告書第 4集所収

蓮華池遺跡 (11) 板野郡板野町犬伏

黒谷川富ノ前遺跡 板野郡板野町犬伏 10,580 10,450 報告書第 9集所収

古城遺跡 板野郡板野町古城 10,000 8,920 840 報告書第 8集所収

西中富遺跡 (I) 板野郡板野町西中富 975 975

西中富遺跡 (■ ) 板野郡板野町西中富

東中富遺跡 板野郡藍住町東中富 550

前須遺跡 板野郡藍住町徳命 625

新居須遺跡 板野郡藍住町徳命

計 133,464
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H 遺跡の立地と環境

1 地理的環境

柿谷遺跡以下 2遺跡は、徳島県板野郡上板町に所在する。上板町域は吉野川左岸の中流域、

阿讃山脈の南麓に位置する。上板町周辺においては、標高691.3mの大山が視覚的にも際だつ

ているために大山を中心とした山塊とみることもできる。

柿谷遺跡は上板町泉谷字原地他に位置する。吉野川左岸には曽江谷川や宮川内谷川など大

規模な扇状地が発展しているが、柿谷遺跡はそうした扇状地のうち、泉谷川による扇状地上

に位置する。この扇状地は現在東端を流れている泉谷川とやや西寄りを流れる泉谷川の支流

である鳶谷チIIと の複合的な作用によって形成されている状況が観察される。

菖蒲谷西山B遺跡は上板町神宅字菖蒲谷に位置する。阿讃山麓から南へ伸びる狭少な尾根

の先端部に位置する。

山田古墳群Aは上板町神宅字山田に位置する。菖蒲谷西山B遺跡と同様、阿讃山麓から南

へ派生する尾根上に位置する。

2 歴史的環境

柿谷遺跡・菖蒲谷西山B遺跡・山田古墳群Aの周辺、上板町域を中心とする地域では平野

部の調査がほとんど行われず、その遺跡も余り知られていないのが現状である。

旧石器時代の遺跡は隣接する生成町域と比較して、余り多くは知られていない。出口遺跡
(1)。

青谷遺跡
(2)では、サヌカイト製の国府型ナイフ形石器が採集されているが、石器群全体の把

握には至るような資料は未見である。

縄文時代の遺跡は県内全般を通して、調査例が乏しい。神宅銅鐸出土地周辺で、縄文時代

後期の磨消縄文の施されたものがある。ただし、出土地周辺の試掘調査では当該期の遺物の

包含層などは認められていない
(3)。
青谷遺跡出上の鍬形石鏃は縄文時代早期にさかのばる

可能性がある
(4)。

弥生時代にも低地の集落は知られておらず、天神山遺跡などで弥生時代後期の遺構が若干

検出されているが、土器の様相・集落の形態など不明部分が依然として多い。神宅銅鐸は果

樹園の開墾中に出土したもの
(5)で
、佐原員氏の分類で扁平鉦H式に相当するが、該期の遺跡

は周辺で知られていない。現品は東京国立博物館に保管されている。

弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけての遺跡として安楽寺谷墳墓群と十楽寺山古墳が
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生成丸山古墳
出口遺跡
神宮寺遺跡
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第 1図 周辺の遺跡分布図

ある。安楽寺谷墳墓群
(6)は土器棺墓 8基 と舟形木棺をもつ 2基の竪穴式石室が検出された。

弥生時代終末から古墳時代初頭に位置づけられ、この年代における多様な主体部構造を示す

遺構として注目される。十楽寺山古墳
(7)は
安楽寺谷墳墓群の主体部と類似した石室が検出

されている。

古墳時代中期の上成丸山古墳
(3)は
県内の中期を代表する周濠を有する円墳である。墳丘

径39～43mを測り、家形や盾形の埴輪を伴うことが明かである。円筒埴輪の外面の調整技法

から、 5世紀後葉に位置づけられる (9)。 近接地域内に同年代の遺跡が知られていないため、

その有数の規模に対する評価は十分に行われていない。 5世紀代の人物埴輪が出上した遺跡

として菖蒲谷西山A遺跡 (nがぁる。俗に「巫女Jと 呼ばれるもので、島田髯・タスキ・オス

ヒを伴い、両手で壷を捧げ出す姿勢をとる。人物埴輪は 5世紀の中葉に近畿地方で出現する

が、この形態の人物は 5世紀の末の段階には各地に拡散する (り 。そうした早い段階の人物埴

輪として貴重な資料であるが、客土中からの出上で帰属古墳が明かではない点が惜しまれる。
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上板町の阿讃山麓は後期古墳の密集する地域として早くから認識されている。長谷川貞彦

氏は「(前略)神宅引野山などに里人百塚と云へるあり、古墳累々として並列せり」と百塚の

伝承を紹介している
(Dが
、笠井新也氏が踏査した時点では 2、 3基づつ散在する状況であっ

た。
(D。
百塚は現在の地名では失われており、その場所も比定も困難であるが、沖野舜二氏

らは柿谷遺跡の南方の県畜産試験場付近をこれに充てている
(D。 しかし、現況では古墳がま

とまってみられる状況ではない。この地域において発掘調査が行われた後期の古墳群として、

山崎古墳群
C9が
挙げられる。横穴式石室を主体とする円墳による古墳群で、胴張り形態の玄

室を有する 1号墳は、従来説かれてきた忌部山形石室の分布範囲を越えるものとして重要で

ある。また、本報告書に掲載する3つの古墳群との関連からも、内部構造・出土遺物におい

て検討の対象となるものである。神宅遺跡
(り は古墳時代の遺跡として平地で調査された貴

重な例であり、その出土遺物の年代から後期古墳の被葬者集団の集落の存在を予見させるが、

現在まで明確な遺構は検出されておらず、遺跡の範囲も不確定である。後期古墳が多く調査

されているだけに、平地の集落遺跡の実態解明が望まれる。

歴史時代に入ると、奈良から平安時代にかけての遺跡は非常に少なく、十楽寺遺跡や各遺

跡出上の蔵骨器が知られる程度である。これらの他に、安楽寺跡・西光廃寺などこの年代の

創建が想定される寺跡が存在するが、瓦片などの断片的な資料であり、詳細は不明である。

十楽寺遺跡
(め では 8～ 9世紀の窯跡に伴う灰原が検出されている。松谷遺跡

(け では中世の

遺構が検出されているが、遺物・遺構ともに攪乱のため良好な状況ではなかった。山間部での

集落の実態は阿波郡市場町日吉～金清遺跡
°9な ど数例の調査例にとどまっており、今後の

調査が期待される。山田古墳群B9° 。大山寺の経筒
倣)・
和泉寺の経塚

°のその他にも蔵骨器

の出土 (上板町神宅字東山)や火葬墓が検出された例 (板野町羅漢字磯尾)があり、大山の麓

一帯が古代から中世にかけての墓域として認識されていたものとみられる。上板町から生成

町にかけては、「条Jを付す地名や直行する地割りから条理遺構の一部に推定されている
9°
。

江
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財センター 1992
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-10-



Ⅲ 柿谷遺跡
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1 本章は四国縦貫自動車道に伴う、柿谷遺跡の発掘調査報告である。

2 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次のとおりである。
。発掘調査  1次調査  平成 2年12月 11日～平成 3年 3月 1日 (本調査)

2次調査  平成 3年 12月 26日～平成 3年 3月 ■日 (試掘)
平成 3年 4月 3日～平成 3年 4月 16日 (試掘)

平成 3年 6月 7日～平成 4年 1月 3日 (本調査)

・整理業務、報告書作成  平成 5年 4月 1日～平成 6年 3月 31日
3 遺物番号、挿図番号はすべて通し番号とした。



Ⅲ 柿谷遺跡

1 調査の経過

は)調査の経過

柿谷遺跡は、四国縦貫自動車道建設予定地に石器片が多く分布していること、近隣の水田

耕作中に石室の露頭が伝えられていることなどから、旧石器の散布地であり、かつ後期古墳

や窯跡の存在が予想された.。 平成 2年度以降に数度にわたる試掘調査が実施され、旧石器や

横穴式石室が検出され、本調査を実施すべきであるとの結論に達した。

本調査は用地買収の進展に即して、二次に分けて行われた。第 1次調査は平成 2年12月■

日から平成 3年 3月 1日 までの期間に1,000m2が実施された。第 2次調査は平成 3年 6月 7日

から平成 4年 1月 3日 までの期間に5,410m2が実施された。それぞれの年次ごとの実施範囲は

路線図に記入している (第 2図 )。

調 査 区 名 旧調査区名 調 査 区名 旧調査区名

１

２

３

４

５

６

７

３

９

１０

１１

１２

・３

・４

３

７

１０

１１

１２

・３

・４

第 1表 報告書掲載の調査区番号と旧調査区番号

などにも掲載している。しかし、報告書作成の段階では二次にまたがる調査分を一括して扱

うため、新たに西側の調査区より東へ 1、 2、 3・……となるように再設定している(第 1図)。

グリッドは国土座標軸のX軸・Y軸を基に、5mX5mを 単位として設定した。グリツド

番号は東西方向 (X軸方向)をアラビア数字で、南北方向 (Y軸方向)をアルフアベットで

組み合わせて表記する。東西方向は 1～27、 南北方向はA～AJがあるため、南西隅がA-1、

北東隅が AJ-27と いうグリッド番号となる。グリッド番号に関しても調査区番号と同様に

報告書の段階で、整理を行つている。

12)調査の方法

調査区は調査前の状態
―
ですべて田畑と

して利用されていた。そこで基本的に現

況の水田面一面を単位とし、第 1次調査

の際に1～ 5、 第 2次調査の際に6～ 14

の調査区番号を設定し、年報の事業報告

―- 13-―
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第 1図 柿谷遺跡調査区

(3)調査日誌抄

1次調査

1990年

12月 25日 機械掘削開始 。調査開始

1991年

1月 7日 人力掘削開始

1月 8日  SM1001検出

1月 9日  Sh11001掘 りTげ

1月 14日  SD1001検出・掘 り下げ

IY=睦
劇

勢

彗

盤
/1 1V I  I I I ⅥliF/1  1  1

舞

輯

IY=岬
∽

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

1Y三 8Ъ 700

・グ 1)ッ ド酉己置図

X=125′ア00

X=125,650

X=125′ 600

X=125,550
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写真 1 平成 2年度調査作業風景



2月 5日 SM1001・ SD1001実測作業開始

2月 16日  現地説明会 約80名参加

写真 2 平成 2年度調査現地説明会風景

2月 18日  同志社大学松藤和人氏・香芝市教

育委員会佐藤良二氏現場見学

2月 19日  クレーン撮影

3月 6日  SM1001断ち割 り

3月 7日 撤収 。調査終了

2次調査

1991年

6月 24日 機械掘削開始 。調査開始

6月 25日 人力掘削開始

6月 26日 SM1003検出

7月 9日  SM1004。 SM1005。 ST1003検出

7月 10日  SM1004掘 り下げ

7月 11日  SM1004第 2次床面検出

7月 18日 SM1005実測作業開始

7月 19日  SM1006実測作業開始

7月 23日 SM1004第 1次床面検出

7月 30日 SM1003掘 り下げ・ 4区流路検出

7月 31日  ST1003実測作業開始

SK1002検 出

8月 1日  第 5調査区SD1001検出

8月 2日 第 5調査区SD1001掘 り下げ

8月 6日  SM1003第 2次床面検出

8月 7日 SM1007。 SM1008検出

8月 12日  SM1003実測作業開始

8月 19日  SM1003第 1次床面検出

SM1008掘 り下げ

8月 22日  ST1009検出

8月 28日  SD1004検出

SM1007第 2次床面検出

9月 3日 小竪穴式石室墓群検出 (ST1004～

1008)

SM1008床 面検出、ST1009床面検出

9月 4日 SM1007実測作業開始

9月 5日  SM1002・ SK1001検出

9月 9日 第 7調査区SD1002・ 1003検出

9月 10日  第 7調査区SD1002・ 1003掘 り下げ

小竪穴式石室墓群実測作業開始

9月 19日  SM1002掘 り下イデ

9月 26日 SM1007第 1次床面検出

10月 2日 SM1002床面検出

写真 3 平成 3年度調査クレーン撮影風景

10月 4日 空中撮影

(ヘ リコプター、クレーン)

10月 8日  徳島県市町村文化財保護審議会見学

SM1002実測作業開始

10月 19日  現地説明会約170名参加

10月 24日 第 9調査区区SD1002実測作業

10月 29日 SM1002排水溝検出

11月 18日  SM1005。 1006断ち害」り

11月 19日  ST1001検出

―- 15 -



写真 4 平成 3年度調査現地説明会風景

11月 26日 SM1007墳丘断ち割り

12月 2日  ST1002検出

12月 3日  SM1002断ち割り

12月 11日 第14調査区完掘
12月 12日  SM1004墳丘断ち割り

12月 16日 SM1003墳丘断ち割り

12月 24日 現地作業終了・撤収

-16-
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第 2図 柿谷遺跡調査区位置図
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2 調査成果

二次にわたって調査の行われた調査区は14であり、これらにおいて検出された遺構は以下

の通りで、その位置関係は図の通りである (第 3図 )。

横穴式石室を主体とする古墳 8基

小竪穴式石室 7基

土墳墓 2基

土坑 2基

濤 5条

以下では、遺構の分布状況などから14を数える調査区を四つに分けて報告する。まず、鳶

谷川の西側の遺構が検出されなかった調査区 (第 1～第 3調査区)を一括して扱う (A)。 旧

石器や須恵器が出土 している。第 4～第 9調査区では調査範囲を南北 に縦断する溝

(SD1002・ 1003)があり、溝を含む 6つの調査区をまとめる (B)。 1号墳 (SM1001)が含

まれる。第10・ 11調査区では、古墳がもっとも密集して検出された。面積上はやや小さいが、

2～ 6号墳 (SM1002～SM1006)な どを報告する (C)。 第12～第14調査区は、 2基の古墳

(SM1007・ SM1008)・ 6基の小竪穴式石室 (ST1004～ ST1009)・ 2条の清 (SD1004・ SD1005)

が検出され、それぞれの位置関係が重要な意義をもつ (D)。

検出された遺構については、年報段階では、調査区名と同様に調査段階でつけられた番号

を用いていた。しかし、報告書を作成する段階でそれぞれが報告する順となるよう南西から

1、 2、 3……となるよう再設定している (第 2表 )。

遺 構 番 号 旧遺構番号 遺 構 番 号 旧遺構番号

S�圧1001

SW11002

SM1003

SW11004

SA/11005

S�質1006

SW11007

Sh/11008

SM1001

Sh/11012

S�11002

S�生1003

SW11005

SW11006

S�笙1007

SW11008

ST1001

ST1002

ST1003

ST1004

ST1005

ST1006

ST1007

ST1008

ST1009

SD1001

SD1002・ 3

SD1004

SD1005

ST1006

ST1007

SA/11004

ST1005

ST1004

ST1003

ST1002

ST1001

SW11009

SD1005

SD1001・ 2

SD1003

SD1006

第 2表 報告書掲載の遺構番号と旧遺構番号
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第 3図 柿谷遺跡遺構配置図
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A 第 1～第 3調査区 (第 4図 )
Y=82,620

|

Y=82,620
|

Y=82640

淋 =125′ 540

|

Y=82,660

現況と堆積

調査前の調査区の状

況は、第 1調査区が 2

面、第 2・ 第 3調査区

がそれぞれ 1面ずつと

なる水田となってい

た。それぞれのおおよ

その標高は第 1調査区

L=7600(m)

L=7500(m)

L=7400(m)

L=7700(m)

L=7600(m)

L=7500(m)

L=7400(m)

第 4図 第 1～第 3調査区外形図

本章では、第 1～第 3調査区について触れる。これらの調査区においては、遺構は検出さ

れなかった。しかし、旧石器・石鏃・須恵器がそれぞれ数点ずつ出上し、調査区外の北東部

方面にこれらの属する

時代の生活面あるいは

古墳が存在するという し=7,00哩

想定が成り立つ。

軍国
にしКい赤褐色5 YR5/4砂質土
にしこくい黄橙色10YR6/3砂質土
に,こくい黄橙色10YR6/3砂質土

］雲

1 耕作土・床土
2 撹乱
3 にしヽくい黄橙色10YR7/2砂質土
4 にしStい黄橙色10YR6/3砂 質土

躯需

第 5図 第 1～第 3調査区堆積土柱状図

-21-



上段が77.50m、 同下段が76.47m、 第 2調査区が75.81m、 第 3調査区が74.84mである。従

つて、本来南東方向への緩やかな傾斜をもっていたとされる地形であった箇所が、開墾によ

って一段ずつの平坦面として大きく改変されていることになる。

堆積はおおむね地形の傾斜に沿って堆積しているが、多少調査区ごとにあるいは地点によ

っては異なる状況が観察される。表土及び無遺物層である基盤層は共通である。 4面の調査

区のうちもっとも堆積が良好に残っている第 1調査区上段では、表上を含め 7層が堆積して

いた。いずれの層も砂質土ではあるが粘性を強くもつ。砂岩の風化礫を含むが、その合有の

度合いは各層ごとに異なる。これらのうち、須恵器を含む古墳時代後期の遺物は第 3層中で、

旧石器は第 5層上面で検出された。第 3層については出土状況からみて、古墳時代の包含層

とみることは可能である。第 5層上面では石器が群として安定した状態で検出されず、同時

代の文化面であったかどうかは明らかにすることができなかった。こうした状況はその他の

調査区でも該当している。

出土遺物

込    1     
盛   2

ヘ

4

季    3  
昼

第 6図 第 1～第 3調査区出上旧石器

―- 22 -―
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旧石器 (第 6図 )

1と 2はナイフ形石器である。 1は翼状剣片を素材としたチャート製の国府型ナイフ形石

器で、先端部・基部は欠損している。打面を含む縁辺部を急斜度の剣離によって鋸歯状に加

工している。また、刃部側の基部にも調整が施されている。長さ38.30mm、 幅15.25mm、 重さ

3.60gを測る。第12調査区出土のナイフ形石器 (315)よ りもかなり大形であり、素材の用い

方も異なる。 2はサヌカイト製で横長剣片を素材としている。加工は粗日の剣離によって鋸

歯状に仕上げられている。下半部は欠損している。刃部に沿って微細な剣離がみられる。長

さ35。 15m14、 幅20.40mun、 重さ5.77gを測る。 3と 4はサヌカイト製の剣片である。 3は背部

には多方向からの剣離痕がみられる。 4は横長剣片である。

石鏃 (第 7図 )

5はサヌカイト製の凹基無茎石鏃である
(1)。
柿谷遺跡出土の

ものの中では小形である。基部は快りは深く入っている。両側縁

には細かい調整が多く施されている。

須恵器 (第 8図 )

てとテ|を写層ご:サ重杉表常:兵を二く求〒
互≡
司
~~可

ヲ>
6

ったものは高杯のみである。杯身・短脚

高杯はいずれも立ち上がりが短く、内傾

して直線的に伸びる。高杯の脚部は短脚

化が進行して脚柱部分をほとんどもたな

い。脚端部は上下に拡張している。田辺

昭三氏の須恵器編年
(2)(以
下略)に おい

て TK209～TK217型式に属するもので

ある。瓶類の口縁部は、体部が欠損して

いるが平瓶と見られる。外面にオリーブ

灰色の自然釉が付着する。 2個体が識別  第 8図 第 1～第 3調査区出上包含層須恵器

された甕は法量に相違がある。 9は体部最大径35cmく らいの小形のものであろう。10の口縁

部は器壁が厚く、拡張せず突帯ももたないもので、より新しい傾向をもつ。

出上した須恵器の年代は 7世紀の初頭から前半にかけての時期に位置づけられる。鳶谷川

以東に展開する古墳群の築造の中心の時期と比べて、やや新しい方へのずれが認められる。

このことは周囲に広がりが予想される古墳群の年代やその性格付けの点で重要な意味合いを

もつものである。

《

５
《
◆♀     1  31cm
第7図 第1～第3調査区出土石鏃
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B 第 4～第 9調査区 (第 9図 )

〓８２，６８ホ

X‐ 125′ 640-―

+_名幽

X=125′ 600

X=125,580

Y=82′ 660

Y=82′ 680

第 9図 第 4～第 9調査区遺構配置図

―-24 -―



ここで報告する範囲は、第 4～第 9調査区である。これらの調査区のうち、第 4調査区で

は遺構はまったく検出されず、出土遺物もきわめて少なかった。第 6調査区では、横穴式石

室を主体とする円墳が検出され(1号墳)、 その西裾に接するように第 5～第 9調査区にかけ

て南北に溝が走る。この溝は第 8調査区において三股に分かれており、二股の部分のうち西

の溝を SD1002、 東の溝をSD1003と する。

1号墳 (SM1001)

ル
淮
錫

代Ъ鋳
/
*

⑬
④
爾静
¶
*

//淮
佑

第10図 SM1001全体図
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位置と現状

第 6調査区の東半、U～W-16～ 18グ リッドにおいて検出された横穴式石室を主体とする

円墳である。調査前の状況では水田として利用されていたため完全な平坦面となっており、

墳丘などは大幅な削平を受けている。特に第 9調査区と第13調査区との間には2m近い比高

差があり、器械力による比較的新しい地形の改変があったと考えられ、1号墳の西側の墳丘・

周濠の遺存状態はきわめて悪い。横穴式石室の埋土中には、石室に用いたと想定される大量

の石材が落ち込んでいる(第 12図 )。 堆積は基本的には平行であるが、部分的に新しい攪乱を

受けている。

墳丘

墳丘は若千の盛り上を残してはいるが、ほぼ平坦に削平されており、高さなどは復元でき

ない。周濠の形態から、墳丘は横穴式石室の主軸方向に長い楕円形で、径は約12mに復元さ

れる。基盤層の10～40cmの堆積上に、盛り上を行っているが、残存するのは10cm足 らずであ

る。堆積は灰白色が中心となる砂質土であり、中心部より裾へ下がる傾斜を有する。互層な

どの堆積の規則性は認められなかった。

周濠

周濠は著しい削平のためその一部を残すのみであった。検出延長は6.5mである。現状では

横穴式石室の南西部に円形に巡っているが、周濠の北部において徐々に浅くなっていること

より、基本的には墳丘の全周または開口部を前面とする半周に巡っていたことが想定される。

その規模は幅が1.6～2.lmで、深さはもっとも深い箇所で0.3mであった。周濠内の堆積土は

4つ に分層が可能であったが、黄褐色系の砂質上が中心である(第 11図 )。 その最下層中、周

濠底全体  A― A′ L=7630(m)

には拳大

の砂岩礫

力ゞ多くみ

られた。

古墳の破

壊と周濠

内の堆積

がどのよ

うな過程で進行したかが明らかでないために、これらの礫は性格は決しがたい。

周濠内からは小破片となった須恵器が比較的多 く出土したが、復元によってほぼ 2個体

(42・ 43)に まとまり余分の破片が少なかったため、周濠内で意図的に破砕された可能性が

ある。後述するように、横穴式石室内出上のものと大きな時期の隔たりは認められない。

1 に,Stい黄色25Y6/3砂質±  3 淡黄色25Y8/4砂質土
2 に,ミい黄色25Y6/4砂質±  4 淡黄色25Y8/3砂質土

第11図 SM 1001周 濠土層図 (断面ポイントは第10図に図示)
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墓境の規模・形態

墓墳は、墳丘がどの程度削平されているか不明であるが、墳丘の盛り上を10cm程度盛った

時点で掘り込まれている(第 12図 )。 自然堆積の砂質土を含めた掘り込みは50cmに及び、基盤

層だけでも約15cmの掘り込みとなる。奥壁や立石の掘り方の深さは石材の形態により増減す

る。奥壁部分・基底石に板石を立てて用いている箇所、立石を用いる玄門
。前門部分ではさ

らに若干の掘り下げが行われている。形態は基本的に長方形であるが、羨道部分より緩やか

に外側へ広がってゆく。その規模は全長が9.10m、 幅は奥壁部の一番狭い箇所で2.1lm、 玄

室中央部分で2.18m、 開口部のもっとも広い箇所で3.1lmである。石室全長より墓墳が小規

模であるのは、開田部付近が失われているためである。

石室の構築状況

主軸を南北からやや西に振ったN-26°一Eに もつ横穴式石室である(第 13図 )。 墳丘ととも

にその上部の構造は相当の部分が失われているが、平面形態・玄門の形態の特徴が特異なも

3

7 に,Sミい黄色25Y6/4砂質土
8 黄掲色25Y5/6砂質土
9 明黄褐色25Y6/6砂質上
10 明黄褐色25Y6/6砂質土
11 にv�ミい黄色25Y6/3砂質土
12 浅黄色25Y7/4砂質土
13 黄褐色25Y5/6砂質± 4m

L=7640(m)
1 にしきミい黄色25Y6/3砂質土
2 黄褐色10YR8/3砂 質土
3 に,Sミい責色25Y6/4砂質土
4 浅責色25Y7/4砂質土
5 黄褐色25Y5/6砂質土
6 黄褐色25Y5/6砂質土

0

第12図 SM1001横穴式石室内堆積土層図

のである。玄室は若干の歪みがみられるものの長方形である。 2箇所に立石を設ける副室構

造であるが、玄室 。前室・羨道がいずれもその幅を違えず、玄門・前門の突出がない「疑似

両袖」の形態をもつ。前門についてはその平面的な位置に 1石分のずれがみられ、副室構造

が退化している様子が観察できる。玄室の平面形態は基本的に長方形であるが、中央部より

やや奥壁に近い箇所に最大幅があり、わずかな胴張りの傾向を見いだすことができる。 2段

目が残る奥壁部分では石材を斜めに積む三角積みにしており、コーナー部の丸みは上段へゆ

くほど徐々に増すことが想定される。

玄室奥壁部はやや横長の板石を小形のものとを組み合わせ、 2段日以上は小口積みとして

いる。いずれも厚みはさほどない。玄室の側壁は奥壁同様の横長のものを腰石として巡らせ

ている。板石を立てる部分では、小礫を用いた裏込めを行っている場合がある。前室・羨道

及び玄門付近では、玄室と,ヒ較して小形の石材が用いられる傾向がある。前室・羨道部は開

口部に向け徐々に幅が広がる。

石室各部の計測値は全長9.39m、 玄室長4.14m、 玄室の奥壁部の幅1.1lm、 中央部の幅1.15

L=7640(m)
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m、 玄門部の幅0.93m、 前室長0.96m、 前室幅1.14m、 羨道部長3.73m、 羨道部の前門部の

幅1.14m、 開口部での推定幅2.04mである。

床面の形成

第一次床面 (第 14図 )

墓渡を掘削の後に、平たい礫による礫床を敷いている。その際の整地上は 5 cm以下で薄い

堆積を示す。用いられている礫の規模は一辺 5～20cmの ものが中心である。石材は奥壁部分

では壁沿いに敷き詰め、さらに玄室中央部分でも幾分直行する石目の並びがみられる。玄室

内を区画するための施設か、棺を設置する施設である可能性が高い。ヤゝずれの可能性にして

も礫床上の埋葬の痕跡が全くみられなかったため、断定するのは困難である。玄門よりの半

分については、礫の敷き詰め方に粗さがみられ、平坦さも損われている。礫床の下部では壁

面沿いを中心に一辺 5～ 10cmの小礫を充填することにより、面の平坦を整えている。床面の

レベルは標高75.7mである。

遺物の出土状況

礫床上には遺物はみられなかったが、礫床下から耳環、勾玉、平玉が出上し、副葬品とし

てこれらの装飾品を伴っていたことが明らかである。ただし、出上位置が集中しておらず、

奥壁よりの区画内にも収まっていないことから、この面における複数回の埋葬の可能性を示

唆するものである。

第二次床面 (第 15図 )

先に形成された第一次床面の礫床上に若干の整地上を敷き詰め、一辺約50cmの砂岩の円礫

を用いて築 く。この床面のレベルは標高75.8mである。玄門部よりの玄室内部では石材を大

きめの石材を二列に敷き、間の部分を小礫で埋めている状況がよく残っている。奥壁に近い

部分では礫がかなり失われており、この時点ですでに下位の第一次床面の存在が明かとなっ

た。また、前室部分でみられた礫については、面を揃えており礫床との境界を見いだすこと

ができなかったが、排水溝に伴う蓋石である可能性が指摘できる。床面上には須恵器片が数

点出土しているが、遺物の型式に基づけばこの床面の埋葬に伴うのではなく、第一次床面へ

の副葬後の二次的な移動による可能性もある。

遺物出土状況

遺物はきわめて少なく、玄門近 くに 2点の須恵器 (17・ 23)がみられるのみである。この

蓋杯については、遺物の項で詳しくみるが、横穴式石室内出上の須恵器の中でももっとも古

い型式上の特徴をもっており、第一次床面に伴う土器が追葬の際にこの位置へ動いた可能性

が高い。
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第14図 SM 1001横穴式石室第一次床面・床面下層遺物出上状況
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排水溝

排水清は玄室内から前庭部にかけて直線的にのびる形で検出された (第 16図 )。 溝のみの主

軸は、横穴式石室と同じN-26°一Eである。長さが3.47m、 幅は玄室に近い部分で0.56m、

もっとも幅の広い外側の部分で0.84mである。開口部方向へのごくわずかな傾斜をもつ。溝

内の堆積は2層に分層されたが、いずれも責褐色の砂質上で基本的に平行であることから、

意図的に他所の上を運んで埋めたものではないことや攪乱はこの部分まで及んではいないこ

とがわかる。

1号墳の横穴式石室で出上した土器のうち、そのほと

んどは排水溝の上面及び濤内の堆積土中より検出され

た。上面で検出された土器のうち数個体については、完

形品も含まれているが、破損したものが広い範囲に散っ

ており、追葬あるいは盗掘が行われた際に持ち出されて

投棄されたものである。また、底面よリサヌカイト製の

スクレイパー 2点が出上しているが、どのような状況で

持ち込まれたかは不明である。

出土遺物

玄室内出土遺物 (第 17・ 18図 )

須恵器 (11～ 36)

蓋杯は23点が出上してるが、法量・形態にバリエーシ

ョンが多くグルーピングが可能で、追葬による複数回の

副葬の段階が土器によって逐える。第一のグループには

杯蓋11～ 17の 7点、杯身23～28の 6点が含まれる。杯身

は口径にややばらつきがあるものの、杯の深さに比して

短く内傾する立ち上がりが共通する要素である。杯蓋も

やや法量が一定 していないが、杯身 とは対応するもので  4導 :こ:撃轟i::|1尊F

ある。やや復元径に問題はあるが、色調 。調整の共通点   】 扇鈴 色:ち7醗縁査土
から12と 26はセットであろう。 また、11・ 14・ 15は軟質 第16図 SM1001排水縦 物出上状況・増婚土層図

の焼成で白っばい色調、ヘラ切り後の調整を行わない点で共通しているが、これらとセット

となる杯身はみられない。12・ 24。 26・ 27に もヘラ切り後の調整は施されていない。16は硬

質の焼成で非常に器壁が薄い点が際だつている。23には 2条の、24に は非常に弱い 2条のヘ

ラ記号がある。第一のグループはTK217型式に相当する。第二のグループには杯蓋18～21の

4点、杯身29～32の 4点が含まれる。このグループの杯蓋には内面のかえりのあるものとな

?

ヮ12

・ 35

L=7600(m)
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第17図 SM1001横穴式石室内出土土器
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いものとでさらに三分すること力ゞ可能であるが、かえりの時期差が明確な画期となりうるか、

という問題点をクリアできないためここでは一括して扱う。18・ 20・ 21の焼成・色調に認め

られる類似、つまみの形態もその一因である。これらの中で19と 29、 20と 30ま たは31はセッ

ト関係をなすものである。このグループは飛鳥Ⅲ～Ⅳ式に相当する
(3)。
第二のグループに属

するのは杯蓋22のみである。やや大形の口径に非常に偏平な器高をもつ。宝珠形のつまみは

原形をとどめないほど退化して偏平となっている。きわめて軟質の焼成である。飛鳥V式に

相当する。

高杯 2点はともに無蓋高杯である。33は完形品で短脚で、端部に向けて水平に開くもので、

端部が斜め下方へ強く拡張する。柿谷遺跡出上の高杯の中でももっとも新しい要素をもつ。

34は杯部が大きく歪んでいる。やはり短い脚部がつくものであろう。杯の第一のグループに

伴うものと考えられる。

平瓶35は体部下半を欠く。体部の最大径が上位寄りにある。口頸部中位には、 2条の沈線

が巡っているが、きわめて弱いために図化していない。体部内面粘土板充填の痕跡が、外面

からも観察できる。

甕36は口縁部のみの破片で、口縁端部の上面に平坦面をもつ滑らかな器形である。

上師器 (37～ 39)

杯37・ 38は緩やかなカーブを描き、口縁端部がわずかに外反するものである。ともに外面

は静止ヘラ削り、内面は放射状暗文がみられるが、単位などにやや違いがある。実測できな

かった破片も含め 3個体が確認された。また、杯と同様の胎土を有しているもので、甕とみ

られる頸部片もみられるが、小片のために図化できなかった。胎土はいずれも精選されたも

ので、混入砂粒もきわめて少量である。第一のグループに並行する飛鳥 I～Ⅱ式の杯 Cにあ

たる。

高杯39はごく一部の破片であるが、器壁が厚く、 2号墳出上のもの (99・ 100)よ りもやや

大形となるものであろう。杯や甕とは異なり、胎土はやや粗く、結晶片岩の微細粒のほか大

粒の砂粒を混入する。

弥生土器 (40・ 41)

2点 ともに底部の破片であるが、体部の立ち上がりの角度は急で甕形土器の一部であろう。

胎土は密であるが混入砂粒が多く、40には結晶片岩を含む。41の内面にはヘラケズリの痕跡

がわずかにみられるが、遺存状況は悪い。弥生時代中期から後期にかけてのものと思われる。

装身具類 (42～ 44)

3点 とも第一次床面の下部より出上したものである。

耳環42は銅芯銀張りで縦径17.401mm、 横径19。 501nlnの小形のものである。端部は 2箇所とも
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表面が劉離するなどく遺存状況は不良である。対となるべき耳環は出土していない。

勾玉43はひすい製で、材質はさほどよくはないものの遺存状況はよい。頭・尾の部分の湾

曲が少ないが、

頭部はやや角ば

り、背が直線的

となる中間部分

の長い形態であ

る。穿孔は主と

して図左側側面

より行われてい

る。 第18図 SM 1001出 土装飾品

平玉44は滑石に近いやや粒子の粗い軟質の石材を用いた平玉である。丁寧な研磨により、非

常に平滑に整えられている。穿孔は両面より行われており、その形態も不整形である。

周濠内出土遺物 (第 19図 )

周濠内より出上した須恵器はいずれも杯蓋であるが、形態には

やや違いがみられる。45の方が口径が小さく、器高が高いより古

い形態の特徴をもつ。しかし、 2点 とも肩部の稜や口縁端部内面

の沈線は退化している。46は玄室内出上の12・ 26と の焼成・色調

を呈する。いずれも、田辺氏の須恵器編年の TK209型式に位置づ

けられ、玄室内出上のものと比べて時期差はまったくないか、ほ

とんどない状態であるといえる。

1号墳は全体に遺存状況が非常に悪かったが、横穴式石室の形態などを比較するのにいく

つかの問題点があげられる。複室構造は玄門 。前門が突出しない退化した形態ではあるもの

の、県内では 3号墳や麻植郡鴨島町西宮古墳などでわずかにみられる希少な構造である。複

室構造を有する横穴式石室については山崎信二氏の論考
(4)に
詳しく、九州地方を中心に発

達することが知られており、柿谷遺跡の被葬者を巡る問題として重要である。築造時期は出

土した土器の中の第一のグループであるTK217型式の段階、7世紀の前棄と考えられる。そ

の後、飛鳥Ⅲ～Ⅳ式の段階とV式の段階の上器にもまとまりがみられ、すくなくとも7世紀

の後葉と7世紀末～ 8世紀初頭の 2度にわたる追葬があったことが考えられる。第一次床面

の礫床の区画が棺台としての機能を意識していたとすると、さらに 1～ 2度の追葬があった

とみる余地がある。

46

0          10cm

第19図 SM1001周濠内出土須恵器
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1号溝 (SD1001)(第 20図 )

第 5調査区において検出された溝で、その両端は削平によって途切れているが、検出され

た延長は13.2mである。隣接して SD1002・ 1003が走る。溝底のレベルは北端で標高76.65m

南端で76.85mと なっており、明確な傾斜はみられない。方向は南から東へ10° 振っているが、

ほイF SD1002・ 1003と 5平 イ子してし斉る。 幅 は      A― A′ と=7720(m)

0.55～0.89mと 不安定である。深さは北側A―

A′断面ではでは0.34mを測るが、南へゆくほど

浅くC― C′断面では0。 1lmと なるが全般に底面

の形状も不安定である。出土遺物は全くなかっ

た。

こうした点からSD1001の評価を行うことは

非常に困難であるが、その位置関係からSD1002・

1003と 近い時期に掘削され、付帯的な役割を果

たしていたのではないかと推定するにとどめた

ヤゝ。

2・ 3号清 (SD1002・ 3)(第 21～24図 )

第 5調査区から第 9調査区において検出され

た溝で、検出された延長は約100mで ある。溝底

のレベルは第 5調査区で標高75.8m、 第 9調査

区で73.3mと なっており、緩やかに南方向へ傾

B― B′ L=7720(m)

C― C′ L=7720(m)

淡黄色25Y8/4砂質土
浅黄色25Y7/4砂質土
明黄掲色25Y6/6砂質土
に.ミくい黄色25Y6/3砂質土
灰白色25Y8/2砂質土

2m

斜している。方向は第 5調査区ではでは南から 第20図 SD100雌積」隅図断面ポイントは第9図にヨ臥 )

7～ 18°東へ振っているが、第 6～ 8調査区においてはやや南へ戻して 5°程度の振れとなる。

二股に分かれて以後は2条 ともにやや蛇行はするものの真南へ向かう。遺存状況は調査区に

よつて一様ではなく、北側の第 5調査区で最も残りがよく、南側の第 9調査区では自然流路

によってもその流れが切られている。調査区をまたぐ箇所の下位の段においては、傾斜地を

水平に開墾しているために削平が著しく、特に遺存状況が悪い。また、第 5調査区北端 。南

端、第 6調査区、第 9調査区では大規模な攪乱がみられた。

まず、遺存状況のよい第 5調査区から南下しながら、状況をみてゆくことにしよう。ちな

みに、 5つの調査区にまたがっており、その堆積は十分に対応させることはできなかったた

め、調査区ごとに土層番号は独立している。大規模な攪乱はみられたものの、堆積の状態が

観察できる(第21図 )。 堆積上の内、第 1～第13層は溝本来の堆積ではなく、北西から南東ヘ

傾斜する遺構面の段差に溝埋土上にのる形で堆積した、包含層の残欠である。したがって、

H輩:華韓i華群難
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L=7720(m)

1                2m

l 灰黄色25Y7/2砂質±  12 に,S(い黄色25Y6/3砂質±  22 に,Sヽい黄色25Y6/4砂質土
2 灰黄色25Y5/2砂質±  13 に,ミ tヽ黄色25Y6/3砂質±  23 に,単い責色25Y6/4砂質土
3 浅黄色25Y7/3砂質±  14 黄褐色25Y5/3砂質±    24 灰黄色25Y7/2砂質土
4 浅責色25Y7/3砂質±  15 灰責色25Y6/2砂質±    25 に,Stい責色25Y6/3砂質土
5 灰黄色25Y7/2砂質±  16 暗灰黄色25Y5/2砂質±   26 明黄掲色25Y6/6砂質土
6 灰黄色25Y6/2砂質■  17 浅黄色25Y7/4砂質±    27 浅責色25Y7/3砂質上
7 灰白色25Y7/1砂質±  18 黄褐色25Y5/3砂質±    28 黄褐色25Y5/3砂質上
8 淡黄色25Y8/3砂質■  19 に,Stい責色25Y6/3砂質±  29 淡黄色25Y3/4砂質上
9 浅黄色25Y7/3砂質±  20 に,よい黄色25Y6/4砂質±  30 淡黄色25Y8/4砂質土
10 黄掲色25Y5/3砂質上  21 黄褐色25Y5/3砂質止    31 明黄褐色25Y7/6砂質土
11 浅責色25Y7/3砂質土

第21図 SD1002・ 3堆積土層図 (第 5調査区)(断面ポイントは第 9図に記入)

ここでの溝の幅は、

2.74m(A― A′断

面 )、 4.1lm(B― Bア

断面 )、 4.83m(C―

Cア断面)と なってお

り、南側での遺存状

況のよさが明らかで

ある。溝の断面形態

はU字形となってい

る部分や逆台形を呈

する部分がある。逆

台形部分では、底の

平坦面は1.8～2.lm

に及ぶ。深さは最も

深い箇所で1.63mを

測る。各断面で堆積

土層の観察 による

と、複数回の再掘削

が行われていること

が分かる。A― A′断

面で主な単位を拾っ

ていると、①第27・

29層上面、②第26層

上面、③第23・ 25層

上面、④第20・ 21層

上面の 4度があげら

れ、これらの単位の

中においても1～ 2

回程度の小規模な再

掘削の単位がみられ、10度以上の再掘削の後に埋没したことが分かる。こうした再掘削の様

子はB― B′断面、C― C′断面においても対応する単位が観察される。これらの再掘削におい

て断面U字形となった溝底には、数度にわたって意図的に砂岩の拳大の礫を充填する傾向が

認められている。第19層 。第25層のそれぞれ下位において、礫の充填が面的に確認された。
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遺物は溝全体を通しても第 9調査区の範囲内

で最も多く出上した。最も多かつたのは古墳

時代の須恵器であるが、弥生土器も散発的で

はあるが含まれている。下層にゆくほど弥生

土器の出上の割合が増えている。出上した須

恵器は、古墳出上のものと接合しなかったが、

同時期のものが古墳の近くで集中する傾向が

みられることも注目される。

第 6調査区では調査区内の西寄りに走って

おり、1号墳周濠と最も接近する箇所で3.8m

と近いことから、両者の位置関係も重要であ

る。断面形態は一様ではないが、逆台形をな

している部分が多い。幅は上面で2.99m、 下

面で0.52m、 深さは0.87mを測る。D― D/断

面での堆積は、基本的な再掘削は 1単位が認

められる (第22図上 第 8・ 9。 10層上面)。

1 灰黄色25Y6/2砂質±     6 オリープ褐色25Y4/6砂質土
2 黄褐色25Y6/4砂質±     7 オリープ褐色25Y4/3砂質土
3 黄掲色25Y5/3砂質±     8 明黄褐色25Y6/6砂質土
4 オリープ褐色25Y4/6砂質±  9 に,Stい黄色25Y6/4砂質土
5 明黄掲色25Y6/6砂質±   10 に,Sttヽ黄色25Y6/3砂質土

第22図 SD1002・ 3堆積土層図 (第 6・ 第7調査区)

(断面ポイントは第9図に記入)

O               m

l 黄掲色25Y5/4砂質土
2 黄掲色25Y5/3砂質土
3 黄褐色25Y5/3砂質土
4 オリープ褐色25Y4/4砂質土
5 オリープ褐色25Y4/3砂質土
6 に.Sくい黄色25Y6/3砂質土
7 オリープ褐色25Y4/3砂質土
8 責褐色25Y5/4砂質土
9 にしよい黄色25Y6/4砂質土
10 明黄褐色25Y6/6砂質土
■ にしヽい黄色25Y6/3砂質土
12 に,Stい黄色25Y6/4砂質土
13 黄褐色25Y5/3砂質土

第23図 SD1002・ 3堆積止層図 (第 8調査区)
(断面ボイントは第9図に記入)

2m

下層の堆積に粘質土が含まれる。ここでの攪乱内に管玉 1

点、ガラス玉 6点が出上している。

第 7調査区では調査区内の東端を走る。断面形態は底の

部分に明確な角を伴う方形となる箇所が多い。幅は上面で

3.82m、 下面で0.39mo E― E′断面での堆積では、再掘削の

単位が 2単位認められる(第22図下 ①第 9。 10層上面 ②

第 4・ 5。 6層上面)。 深さは1.18mであるが、再掘削前は緩

やかなカープの断面形態で深さも0.73mと 浅い。最下層で

ある第 7層のみ粘質上の堆積でその他は砂質上の堆積であ

る。

第 8調査区のやや南寄りでは、溝が三股に分かれる。堆

積関係の切合いから新旧の流れが判別でき、そのうち古い

流れを SD1002、 新しい流れをSD1003と した。流れが一つ

であるF― F/断面、流れが 2条に分かれているG― Gア断面

のいずれにおいてもいったん浅 く掘込んだ SD1002を、

SD1003が再掘削の際に東側に深 く付け替えている状況が

窺える(第23図 )。 SD1002は第12・ 13層、SD1003は第 1～ 11
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L=7440(m)J― 」′ と=7440(m)

層が相 当 し、深 さはSD1002が 0.31～ 0.34m、

SD1003が 0.68～ 0.86mで ある。幅は上面で1.96

m、 下 面 で0.42m～ 0.55mで 下 面 の場 合 は

SD1003の下面ということになる。また二股に分か

れて以後の幅は SD1002が 1.82m、 SD1003が 1.H

mである。SD1002・ SD1003と も、下層の埋上には

若千の粘性をもつ傾向がある。 1号墳などの古墳

から離れると、出土遺物数の減少傾向は一層進む。

第 9調査区ではSD1002の 流れは自然流路によ

って切られているために、平面的におさえにくく

なっている。H― H′断面の箇所ではさらに攪乱を

受けているために、幅も不明となっている。深さ

は0.37mである(第24図上)。 SD1003も 削平などに

より大きく失われている。断面形態が方形となっ

ている点は第 7調査区部分と共通している。上面

の幅0.90～ 1.00mを もち、下面の幅は0.19～ 0.24

mと かなり狭 くなっている。深さは0.65m～ 0.73

mである。基本的には砂質上の堆積であるが、下

層では粘性が強くなる傾向がある。上位の調査区でみられた再掘削の痕跡は確認されなかっ

た。出土遺物はきわめて少ない。

出土遺物 (第25～27図 )

須恵器 (47～ 62)

蓋杯47・ 48は丸い天丼部をもち、48の口縁端部内面には弱い稜が巡る。49はきわめて偏平

な器形で下方へ回縁部が強く折れ曲がる。飛鳥V式に位置づけられる。同型の別個体の破片

が他にも出上している。杯は小片で口径の復元にもやや問題が残る。短い立ち上がりを有し

回縁端部は鋭い。高杯 2点はいずれも長脚 2段透かしの脚部のみの破片である。透かしは 2

方向で、形状は52がスリット状、53が長方形である。庭は2個体が出上し、ともに頸部以下

の破片で頸部が細 くしまるものである。54は頸部内面に強い絞りの痕跡をとどめている。平

瓶56は体部のみの破片で、底部をナデによって平坦 。平滑に整形している。胎上がこの器形

としては非常に精良である。甕は SD1002・ 3の遺物の中でもっとも多くの点数が出上し、口

縁部片だけでも6個体が確認 。図化された。法量・ 口縁端部の形状には個体ごとの差異がみ

られるが、調整技法は外面が縦方向の平行タタキ後回転カキメ調整、内面が同心円文当て具

2m

l 自然流路堆積土
2 灰黄色25Y7/2砂質土
3 灰黄色25Y6/2砂質土
4 褐灰色10YR6/1砂質土
5 にしまtい黄橙色10YR6/3砂 質土
6 褐灰色10YR5/1砂 質土
7 灰黄褐色10YR4/2砂 質土
8 灰黄掲色10YR4/2砂 質土
9 掲灰色10YR5/1砂 質土
10 褐灰色10YR5/1砂 質土
H 明黄褐色10YR6/6砂 質上
12 明責褐色25Y7/6砂質土

第24図 SD1002・ 3堆積土層図 (第 9調査区)
(断面ポイントは第9図に記入)
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0                   5 cm

第26図 SD1002・ 3出土石器

による調整という点では共通している。58には同心円文は中心部に刻みのある車輪文となっ

ている。60の回縁端部外面には工具の先端による刺突文が連続して付加されている。型式的

にはTK43～ TK217の 範疇にすべて収まっているものと考えられるが、その中でも59の回縁

端部外面にみられる断面三角形の突帯は古い特徴を残している。

弥生上器 (63・ 64)

図化を行った 2点 も含め、溝内からは多くの弥生土器が出上している。出上の傾向として

はより下層に集中していた。破片はすべて摩滅を強く受け、表面の調整を観察できるものは

ほとんどない。底部 2点はともに壷形土器の底部と考えられ、結晶片岩を含めた多量の砂粒

を混入している。64の外面には板ナデらしい痕跡が、内面には縦方向のヘラケズリ調整が認

められる。弥生時代中期のものであろうか。

石器 (第27図 )

65～67はいずれもサヌカイト製の石鏃である。鏃身・基部の形状がそれぞれ異なる。65は

表裏に素材の剣離面を大きく残し、縁辺に調整を施したものである。66は平基式である。67

は凹基式で基端の一部を欠いている。調整は基面の内部まで深くは及んでいない。形式は異

なっているものの、 3点 とも法量は近似している。68は蛇文岩製の磨製片刃石斧である。長

さ62.201nlll、 刃部幅34.05剛、厚み15.451mm、 重さ57.25gを測る。台形状の形態を呈する。最

大幅は刃部がある。表面には横方向の、裏面には縦方向の研磨の痕跡が主として観察される。

り
 `       ｀

ヽ

挙   ｀

ミ ミ｀  ―ミ

暴 __を
rk=一 ― ― _
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裏面には敲打痕及び剰離痕がみられる。

玉類 (第28図 )

これらの玉類は SD1002を切っているいくつかの攪乱の

うち、第 6調査区において出土したものである。第一次調

査の時点では付近に別の古墳の存在を予想したが、第 2次

調査の結果では検出されなかった。出上位置からみれば、

これらの一群は 1号墳に伴う可能性があるが、その他の古

墳に伴う可能性も残される。

管玉 (69)

◎

ω
７２

◎

Ｄ
７‐
◎

ω
７４

◎

ω
７０
◎

Φ
７３

◎

［
――――

鯛
‐‐
６９

翔

◎

075
3 cm

SD1002・ 3攪乱出土玉類

柿谷遺跡においては唯―の碧玉製管玉で、全体に脆く一端が欠損している。穿孔は主とし

て図の上面より行っている。側面では研磨の単位が弱い面をなしている。

ガラス玉 (70～ 75)

6点の法量は径で 2 1mm、 厚みで l llun未満とばらつきは認められない。しかし、重量の上か

らは4倍近い格差があり、ガラスヘの気泡の合有率など密度が一定でないことを示している。

色調は紺系統と濃緑 。明緑系統で占められている。端面の研磨は行われているものと、行わ

れていないものとが半数ずつある。

SD1002・ 1003は北から南へ流れる大規模な溝である。小規模のものを含めると10度にわた

る再掘削が行われており、その規模や硬質の基盤層を考慮にいれると、背景に鉄器の利用が

想定される。築造時期については不明であるが、出上した土器に古墳時代を下るものがみら

れないことから埋没時期がこの時期にあたることは疑いない。また周囲に展開する遺構の年

代からみても、築造が古墳群築造と共に進行したと考えるのが最も妥当性が高いであろう。

埋土中下層からは、摩滅がかなり進行し、図化はできなかったものの比較的多くの弥生土器

が出土しており、柿谷遺跡周辺での弥生時代の遺構の広がりが予想される。

機能の面からみると、調査区の範囲内では不明な部分も多いが、古墳群の消長と出土土器

の年代がほぼ一致していることからみて、古墳群の群構成や区画に少なからぬ影響を与えた

ことが想定される。このことは SD1002・ 1003のみならず SD1004・ SD1005と も併せ検討する

必要がある。ただし、度重なる再掘削や流れの付け替えは、一般生活にとっての重要性を示

すものとも考えられ、農業用水的な機能も加味した評価を与えておきたい。

第 4～ 9調査区包含層出土遺物

土器 (第28図 )
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76～83は須恵器である。杯蓋76は全体に厚い器壁をもつ。TK43型式に属する。77は日縁端

部のみの破片で短いかえりは回縁より下へ伸びない。TK48型式、飛鳥Ⅲ式にあたり、7世紀

の第 3四半期の年代が与えられる。杯身 5点 (78～ 81)は ともに内傾する短い立ち上がりを

もち、12～13cmの 回径を測る。TK43～TK209型式に位置づけられる。高杯83は脚部のみの破

片で、長脚ではあるがやや短 く端部が下方へ拡張する特徴がある。 2段に穿たれた透かしは

第28図 第 4～第 9調査区出上土器
スリット状で、 2方向で上下並列である。TK209型式に相当する。弥生土器の甕形土器口縁

部84は、弱く屈曲して端部を丸くおさめる。胎土中に結晶片岩を含む粗い砂粒を多量に混入

する。調整が観察不可のため、弥生時代中～後期のものとしておきたい。

旧石器 (第29図 )

出上した 4点はいずれもサヌカイト製である。85・ 86・ 88の 3点は劉片で、うち85と 86は

打面が欠損している。背面は主要剣離面と異なる方向からの剣離も観察される。また、薄手

で側面からみた形状が山形を呈することからみて、尖頭器か石斧の調整剣片である可能性が

高い。87は大形の剣片を利用したスクレイパーである。素材は一部に自然面を残す、やや寸

づまりの縦長剣片を用いており、打面は除去されている。刃部は剣片の左側縁にあり、腹面

方向にはやや粗目の剣離が、また背面側には丁寧で細かい調整が施されている。刃部の角度

は40度 とやや鋭角で、平面形状はゆるやかに外湾している。刃部と反対側の側面部には微細

な剣離痕がみられる。

石器 (第30図 )

89～97はサヌカイト製の石鏃であり、そのうち95・ 96は石鏃の未製品と考えられるもので

ある。89は五角形鏃とされるもので、凹基無茎のものである。縄文晩期に盛行する形態であ

るが (5)、 この年代の上器は出上していない。90～92は凹基無茎式でいずれも長さが201nlllに 満

たないものである。95は凹基式 。96は凸基式石鏃の未製品である。97は凸基式で、先端・基

―‐
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第30図 第 4～第 9調査区出土石器
部ともに欠損しているが、鏃身・基部ともに長めとなるものとみられる。基部を中心として

細かい調整が両側縁に施されている。98は緑色凝灰岩製の砥石である。石材は軟質で欠損部

分が多いが、3側面に使用痕跡および研ぎ減りが確認できる。古墳の副葬品の可能性があり、

1号墳はその有力な候補である。

⇔
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C 第10・ 第11調査区 (第31図 )
ここで報告する範囲は、第10・ 第11調査区

である。これらの調査区においては、横穴式

石室を主体とする円墳または円墳と想定され

る古墳が集中的に検出された (2～ 6号墳)。

その他に、これらの古墳と何らかの関係をも

つと考えられる土墳墓 。石室墓や土坑が検出

された。ここでは、密集して検出された横穴

式石室を中心に記述を進める。

2号墳 (SM1002)

位置と現状

第10区の最も南よりY・ Z-16・ 17グ リッ

ドで検出された。 1号墳と3号墳の中間に位

置する。墳丘及び石室は基盤層の直上まで完

全に削平を受けており、基底石の一部と排水

溝を残すのみであった。したがって、 2号墳

の墳丘規模などの外部施設や横穴式石室内の

堆積状況については一切不明のままである。

Yズ2′ 680

X=125′ 680

X=125′ 660

IY=82,680

第10・ 第11調査区遺構配置図

X=125′ 680

X=125,660

第31図

墓墳の規模・形態

横穴式石室の形状に即した長方形のもので、幅は最も広い部分で2.82mであるが、石材に

よる壁体をもたない玄室前道部分では墓損は検出されなかった。

石室の構築状況 (第33図 )

横穴式石室は基底石を残すのみであり、全容を窺い知ることはできない。羨道部の基底石

はみられず、特別な玄門構造は確認されない。したがって、基底石の残存部分を玄室と考え、

その外側については壁体構造を伴わない玄室前道であると考える。宮室のプランは基本的に

は長方形であるが、奥壁部分と玄門部分でわずかに丸みをもっていることから、胴張りの非

常に退化した形態をもつものと理解したい。基底石に使用されている石材はすべて砂岩の自

然礫で、やや角ばっているものが選ばれている。石材は一辺20cm程度の小形の石を上面が平

坦となるように並べているが、玄門付近では一辺40cmを越えるやや大形のものも用いられて

いる。玄室の平面形は長方形であるが、奥壁が 3石か 4石で構成され若子の丸みをもち、玄

室中央部がごくわずかに膨らむ。玄室奥壁は石材が失われているため、復元長3.68m、 奥壁

部での幅1.19m、 最も広い中央付近での幅1.20m、 玄門部の幅1.08mである。これらの部分

ＳＫ‐００

孫
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における高さは不明である。

床面には砂岩の自然礫による礫床が形成され

ていた。一辺20～40cmの石材を中心に、拳大の

円礫によって隙間を補つている。小形の円礫を

多く用いない平坦さに欠ける礫床の構造は、 1

号墳第二次床面と共通する。

J閉輯尊 (第32図 )

横穴式石室内の奥壁手前から開口部方向へ延

びる溝である。その方向は石室の主軸と一致し

ている。検出延長は7.5mを測る。石室内におい

ては、幅は40～50cmであるが、玄室より外側で

は徐々に開き、最も広い箇所では150cmを 上回

る。深さは5～ 15cmと 一定しない。埋土には粘

質の強い上の堆積がみられ、偶然に混入したと

みられる弥生土器が含まれていた。奥壁部から

開口方向へ緩やかな傾斜が確認された。蓋石と

して一辺20～40cmの砂岩の自然礫が用いられて

いるが、これらは礫床床面としての役割をも合

わせもつ。したがって、玄室内部の蓋石は上面

が揃えられている。

遺物の出土状況 (第34図 )

排水溝の末端部および玄室奥壁部分よりわず

かながら遺物が出土している。奥壁部分中央か

らは鉄製品が 3つのまとまりをもって出土して

いる。奥壁部中央では素環鏡板付轡一式と鋲が

集中して出土しているほか、北西部コーナー付

近から留め金具 1点、やや開口部寄 りから鉄

鏃・鎮具が各 1点出土している。奥壁部分に集

中するこれらの鉄製品の出上位置は本来の副葬

位置から大きくは離れていないものと推定され

る。排水溝からは須恵器 。土師器が出上してい

たが、いずれも底面からは浮いた状態の出上で

ヽ
「

A― A′    L=7610(m)

観

B― B′     L=7610(m)

1 灰白色25Y7/1粘質土
2 褐灰色10YR6/1砂質土

第32図 SM1002〕1水溝平・断面図
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第33図  SM 1002横穴式石室実測図
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あり、二次的な移動によるものと想定され、追

葬の可能性についての重要な示唆となろう。

遺物 (第35・ 36図 )

上器

土器はいずれも排水溝上面付近に集中してい

た。

土師器 (99。 100)

いずれも欠損部の多い高杯破片である。いず

れも脚の裾が端部へ向け直線的に開くタイプと

考えられる。口縁部を欠いているのが惜しまれ

る。

須恵器 (101・ 102)

杯蓋101は数点の破片で構成  ｀

されているため、実際はもう少

し口径が小さい可能
′性がある。

丸い天丼部を有する。これに伴

う杯身の出土はなかった。平瓶

102は多数の破片となっていた

が、ほぼ全体の形が復元された。

体部上面は緩やかな曲線をも

つ。口縁端部は失われているが、

端部付近で大きく開く形態であ

る。

これらの上器のうち、須恵器の型式からみると

もつ可能
′
陛がある。

0                            50cm

第34図 SM1002遺物出土状況

0                     10cm

第35図 SM1002出 上土器

TK209型式に中心をもち、若干の時間幅を

戦
Ю

鉄製品 (103～ 113)

鉄鏃 (103・ 104)

出上した 2点はいずれも平造方頭式で、茎部先端を欠いている。102の鏃身は直線的である

のに対して、103は刃部に向かってバチ形に開く特徴がある。鏃身は両角関で、茎部は断面正

方形に近い長方形である。103は 104と比較して、全体に大振りである。

留め金具 (105)
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第36図 SM1002出土鉄製品

菱形の平面形をもち 4箇所の鋲を有する、縦5.65cln、 横3.7cmの金具である。座金は厚みが

3～ 3.511ullで、中央部が反り上がっているが、本来の反りであるかは不明である。鋲の脚はい

ずれも破損しているが、鋲の頭の径が7.5～ 8.51ullで脚の長さは10～ 1llllllに復元される。

鋲金具 (106～111)

鋲は 6点出上しているが、構造からは座金を伴 うもの (106～ 108)と 伴わないもの

(109～ 111)と に分けられる。座金は0.85～ l cm幅のもので長さは不明である。106は一連の

座金に2箇所の鋲を伴う。座金を伴わないグループでは、鋲頭が通常の円形のもの (109・ 110)

と薄く叩き延ばしたもの (111)と がある。これら5点の用途は有機質部分が失われているた

めに明確にはしがたいが、出土状況からみて轡との関連が強く面繋の車部分に用いたものと

考えられる。■1は床面から浮いた出土状態であり、用途が違う可能性がある。

鮫具 (112)

出土状態では 3つのパーツに分かれていたが、断面形態などから同一個体と判断された。

瓢箪形の部分と刺金具とからなり、刺金具の先端は欠損している。全体の法量は長さ6.5cm、

瓢箪の幅広の部分4.25cm、 狭い部分2.35cmで、径0.5cmの棒を用いている。
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轡 (113)

二連式街をもつ素環鏡板付轡である。引手と街は連結しているが、連結部は欠損している。

鏡板は横長の楕円形を呈する環状で、左側長径5.8cm、 短径4.7cm、 右側長径5。 9cm、 短径4.9

cmを測る。立聞は横長長方形の透かしをもつ矩形である。引手は両端に小円環をもつ一条造

で柄と壷部が一体成形である。全長は左側が16.4cm、 右側が16.Ocmである。引手壷はそれぞ

れ外側に約50° 開いている。

2号墳は横穴式石室の基底石をわずかに残す程度の遺存状況のきわめて悪い古墳であった

ため、情報量は余り多いとはいえないが、いくつかの点が明らかとなった。

横穴式石室は羨道部の壁体を構築しない玄室前道を有していること、その主軸の方位は 1

号墳と近接していること、出土遺物の中に馬具を含むこと、 6世紀未～ 7世紀初頭の築造が

想定されることなどである。馬具は 7号墳周濠より不明鉄片が出土しているのを除くと、柿

谷遺跡の古墳群中唯―のものである。このことは、近隣の後期古墳との保有状況の違いを比

較する上で重要な問題提起となるものである。

3号墳 (SM 1003)

位置

第10区中央部、AB～AD-15～ 18グ リッドに位置する横穴式石室を主体とする円墳である

(第37図 )。 南側の 2号墳、北側の 4号墳、東側の 5号墳・6号墳などと隣接し、古墳の密集

地域の中心の位置を占めている。

現状

表土直下で検出された時点では、墳丘と壁体のほとんどが削平され、特に羨道部には人頭

大の砂岩の自然礫が多数落ち込んでいた。各古墳それぞれ遺存状況が悪い中で、壁体が 3段

分残っているなど良好とはいい難いものの検討する要素は多い。また、 3号墳の墳丘と4号

墳の墳丘の間には多数の砂岩礫を敷き詰めた範囲があり、3号墳との関連が強いものであり、

別項を設けてそこで詳述している。

墳丘

円墳ではあるが東西にやや長い楕円形を呈している。周濠を含めると長径 (東西)12.6m、

短径 (南北)11.3mで、墳丘径は長径10.9m、 短径9。 2mである。

墳丘はすべて盛り上であるが、削平によってそのほとんどが失われているために盛り上は

0.5～ 0.6m程度しか遺存していなかった (第40図 )。 盛り上はいずれも責褐色を基本とする土

で行っているが、粘性の違いによって明確な互層ではないものの、粘性の強い土と弱い上を

適宜使い分けている。整地を行った層 (36・ 37層 )をわずかに掘り込むことによって墓墳と

―- 53 -



十 X=セ5“ 0

X=125670
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第37図 SM 1003・ SM 1004墳丘平面図
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1 黄灰色25Y6/1粘質±     14 に.ミ しヽ黄色25Y6/3砂質土
2 に_ミい黄褐色 10YR6/1砂 質±   15 に_ミい黄色25Y6/3粘質土
3 嗜灰黄色25Y5/2粘質±     16 浅責色25Y7/4粘質土
4 黄褐色25Y5/3粘質±     17 暗黄灰色25Y5/2砂質土
5 灰黄掲色25Y6/2粘質±     18 にvミい黄色25Y6/4粘質土
6 浅黄色25Y7/4粘質上     19 浅黄色25Y6/3粘質土
7 浅責色25Y7/4粘質±     20 浅黄色25Y7/3粘質土
8 褐灰色10YR5/1粘 質±      21 黄灰色25Y6/1砂質上
9 灰黄色25Y6/2砂質±     22 責灰色25Y7/3粘質土
10 明黄褐色25Y7/6砂質±     23 黄褐色25Y5/3砂質上
n に.ミ いヽ黄橙色25Y6/3粘質±   24 責灰色25Y5/1砂質土
12 暗黄灰色25Y5/2砂質±     25 にvSミい黄色25Y6/4砂質土
13 黄灰色25Y4/1砂質上     26 暗黄灰色25Y4/2砂質土

第38図 SM 1003墳丘土層図

黄褐 色 25Y5/3砂 質土
明黄褐 色 25Y6/6砂 質土
暗 黄灰 色 25Y5/2砂 質土
黄褐 色 25Y5/4粘 質 土
に _ミ いや竜t2 5Y6/3ヽ占写写」ヒ
明黄褐 色 25Y6/6砂 質土
浅 黄色 25Y7/4砂 質 土
責 灰 色 25Y5/1砂 質 土
暗黄灰 色 25Y5/2砂 質土
に▼ミい黄 色 25Y6/4砂 質土
黄褐 色 25Y5/3砂 質土
灰 責 色 25Y6/2砂 質土

L=フ 660(m)

し、基底石を据え (35層 )、 さらに礫床を据えるために砂質土 (33層 )を敷き詰める。その後

は壁体 1～ 2段分ごとに盛り上の作業単位がみ

られ、石室北側と南側の墳丘でそれぞれ 3度以

上に分けて盛 り土を行っていたことが分かる

(北側墳丘 :① 32・ 35層、②21～26層、③ 8～ 14

層、南側墳丘 :①27～31層、②15～20層、③ 7

層)。 これらの作業単位のほかに25・ 32層の上面

には砂岩礫による集石と須恵器を中心とする遺

物の集中した出上があり、蓋杯・高杯・平瓶・

甕が出上している。中でも甕は一辺 3～ 10cm程

度の細片となっており、墳丘築造時に意図的に

砕いた、墳丘築造に伴う祭斤Eの可合蟄陛が高い。

周濠

周濠は墳形の形状に合わせやはり楕円形を呈

している。幅は最も広い石室の北西で2.05m、

南側で1.lmで ある。削平を受けている南側は10

釦から15cmと 浅く、北側では30～ 40cmと やや残

りがよい。いずれも責褐色系の砂質土が堆積し

A― A

耳
=耳
||千

=|,.li=守
■‐_翠_マ4111:■

L=7700(m)

m

1 褐灰色10YR5/1粘質±  4 黄掲色25Y5/3砂質土
2 灰黄色25Y6/2粘質±  5 に,ゝい黄色25Y6/4砂質土
3 黄灰色25Y5/1粘質土

第39図 SM1003周濠堆積土層図
(断面ポイントは第37図に記入)
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ている(第39図 )。 須恵器や弥生土器などが数点出上しているが、特別なまとまりなどはみら

れなかった。

石室の構造

狭長なプランの玄室をもつ横穴式石室で、2カ所に立石を設ける複室構造を有する。玄門。

前門ともに立石が突出しない「疑似両袖」式である。主軸はN-74°一Wで、東南東方向に開

口する。羨道部は開口部に向けて徐々に開く。ここまでの特徴はいずれも1号墳と共通する。

用いられる石材はすべて砂岩の自然礫であり、形態は不揃いである。玄門・羨門ともに石材

自体の高さ60cmは、想定される石室全体の高さに比して低いものである。また、石材の幅が

細いこと、前門の位置がずれていることなどからも、複室構造が形骸化しているといえる。

開口部の左側側壁に用いられている立石は羨門の機能を果たしていたものであろうか。右側

側壁では欠落している。玄室は中央部が緩やかに膨らむ胴張りの形態をわずかに残すが、胴

張りの度合いはきわめて低い。奥壁は横長の板石と小形のものをいずれも立てて、組み合わ

せて用いている。壁面は両側とも奥壁に接する 1石のみ板石をたてて用いている。その他は

いずれも,ヒ較的小形の石の小日の平坦面を内側に向けて積み、部分的にやや大きいものを併

用しているが規則性はみられない。残存する範囲では、玄室とその他の部位での積み方に差

異はみられない。

石室の各部の計測値は全長6.83m、 玄室長3.30m、 玄室最大幅1.15m、 奥壁部幅0.95m、

玄門部幅0.83m、 羨道部長3.30m、 羨道部幅 (立石部)1.28m、 (開口部)1.31mで ある。

床面の形成

第一次床面 (第42図 )

床面の平坦に整える層 (第38図33層)を敷き、礫を敷き詰めることによって床面としてい

る。礫は一辺10～30cm程度の砂岩の自然石を用い、標高76.5～ 76.6mに床面を整えているが、
L=7700(m)

1 灰黄褐色10YR5/2粘 質土
2 褐灰色10YR6/1砂 質土
3 にしStい黄褐色10YR5/4砂質土
4 褐灰色10YR4/1砂礫土
5 明黄褐色10YR6/6砂 質土
6 黄褐色10YR5/6砂質土

SM1003横穴式石室内堆積土層図
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暗灰黄色25Y5/2粘質土
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灰黄褐色25Y6/2粘質土
浅黄色25Y7/4粘質土
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第41図 SM1003横穴式石室実測図
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第43図 SM1003第二次床面平面図・断面見通し図

―- 60 -―



奥壁から開口方向へ緩やかな傾斜がある。羨道部にお

いては33層上面がこれに対応すると考えられるが、や

はり開口方向へ緩やかに傾斜している。釘などの緊東

道具はみられない。玄室中央部と枢石の右側壁寄りに

は、やや大きめでレベル的にも一段高い石材が用いら

れており、棺台と考えられる。棺台から想定される棺

の規模は長さ1.55m、 幅0.60mである。棺台の周辺は

礫床の敷き詰めに乱れがあり、追葬時に礫床の一部を

改変したものとみられる。この床面で奥壁寄りと枢石

寄りの 2体の埋葬が復元できる。

遺物の出土状況 (第44図 )

玄室内からは須恵器などの上器類は出土せず、棺台

の周辺部からガラス玉49点、刀子 1点が出土した。ガ

ラス玉は棺台の中間部分にそのほとんどが集中してお

とi弩蚕言を古≦忌程摂写Ё量[辱[手二三|
やはり棺内におさめられていたものであろ

」

つ。

第二次床面 (第43図 )

第一次床面における埋葬後、若千の盛り

土 (4・ 5層)と ともに礫を敷き詰めるこ

とによって形成している。床面の平均的な
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第44図 SM1003第一次床面遺物出上状況図
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層)が行われ、玄室と同レベルを保つてい  第45図 SM1003第二次床面遺物出土】犬況図

たことが注意される。ただし、前室・羨道部においてはこの床面に伴う遺物はみられなかっ

た。床面は全体が平坦というわけではなく、奥壁右袖部寄りにはやや大形の石を用いた長さ

1.70m、 幅0.65mの長方形の範囲がある。この範囲内では、周囲の床面よりも5～ 10cm高 く

礫を置いている。その規模や位置なども考慮して、棺台の施設と考えてよいであろう。範囲

内全体を面として整えている点が、柿谷遺跡の棺台の中では注目される。

遺物の出土状況 (第45図 )

玄室内から出土した土器は2点で、棺台と枢石の間の右側壁沿いに置かれていた。いずれも

Σ ―/
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須恵器の高杯で、 1点は伏せて、もう1点は正置した状態での出上である。

羨道部遺物出土状況

羨道部からは杯蓋・慮・土師器の杯など完形品も含めてややまとまった出上があった。

れらの出土状況は面的にみて安定しておらず、第二次床面形成時の整地上 (第38図 6層 )

含まれ、初葬時・追葬時いずれの段階に属するかは断定しがたい。

遺物

横穴式石室内出土遺物 (第 46・ 47図 )

須恵器 (114～ 129。 130・ 131)

蓋杯は杯と蓋とを合わせて 9点が出上しているが、 8点の杯蓋が含まれており、うち 4点

は蓋身逆転後のものである。杯蓋114～ 117の形態は個体ごとの形態差が著しい。116は小形の

蓋であるが、肩に弱い稜を残しており、短頸壺に伴う蓋に多い特徴であるが該当する短頸壺

は出土していない。その他の 3点 についても、これらに見合う杯身はみられない。杯蓋

118～ 121はそれぞれつまみを伴う偏平な器形であるが、法量 。つまみの形状・内面のかえり

の角度・突出はそれぞれに異なる。■8は中央部がくばむつまみをもつ小形のものである。

119・ 120はやや退化した宝珠形のつまみをもつもので、かえりの角度はやや異なる。TK46型

式、飛鳥H～Ⅲ式に相当する。121はつまみは欠いているものの偏平なものがつくものとみら

れ、かえりは消失している。MT21型式、飛鳥V式に相当する。杯122は石室外の各所出上の

破片と接合した。底部外面には回転ヘラ切りの痕跡の痕跡を明瞭に残す。法量的には蓋は

118・ 119が伴うのであろうか。

高杯はすべて無至高杯で、 4点出上している。浅い皿形となる杯部に脚部を付すものであ

るが、脚の形状はさまざまで短脚に近いもの (124)、 短脚と長脚の中間のもの (123・ 125)、

長脚ほどは長くないもののごく弱い沈線によって 2段に区画しているもの (126)が ある。脚

端部の形状もバラエティーが豊富で、水平近くまで開き上下に拡張するのは、比較的新しい

要素である。123・ 126は焼成が不良で、123は杯部内外面が瓦質に近いものとなっている。

TK217型式に相当する。

平瓶は大小 2点が出上している。127は口顕部を完全に失っているが、体部上面は丸みを帯

び下面はやや平坦である。128は遺存する部分が非常に少なく、口縁端部は完全に失われてい

る。体部は上下面とも丸みをもつ。

磁129は羨道部から出上したもので、完形品である。頸部がもっとも細 くしまり、急激に回

縁部が広がる形態をもつ。したがって、穿孔時に内側に落ちた粘土塊が内部に残る。壷部・

口頸部などに沈線を巡らせる。

甕132は羨道部を中心に多数の破片が出土したが、体部 1/3以上のみの復元・図化となっ

ン
」

に
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第46図 SM 1003横穴式石室内出土土器
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た。体部最大径に比して小形の口頸部を有し、直立する口縁部の上部に端面を有し、内面端

部は大きく拡張している。頸部直下の肩にはボタン状の円形浮文を巡らせる。全周で 4箇所

に付されたものとみて図化してある。外面縦位の平行タタキ後回転カキメ調整、内面は同心

円文当て具の痕跡を残す。当て具の直径は8.6cm以上である。

土師器 (130・ 131)

杯130は丸みを帯びた体部に直立し、やや内湾する口縁部がつく。内面に放射状暗文とラセ

ン状暗文、外面口縁部にも横方向のヘラミガキが施されている。底部外面は静止ヘラ削りが

施され、ナデ消されている。飛鳥 I～ H式の杯 Cに相当し、7世紀前半台の年代が与えられる。

高杯131は杯部と脚部との接合部のみの破片で全形は不明である。混入砂粒は多く、胎土は特

に粗い。

ガラス玉 (132～181)

49点が出上したが、そのほとん

どは第一次床面上枢石よりの棺台

に集中し、一部が床面よりやや浮

いた状態であったり、枢石の外側

に散乱していた。一連のものとみ

てよいであろう。径 。厚み・重量

にややばらつきがみられ、もっと

も大きい133と もっとも/」 さヽい181

では、径で約3.511ull、 重量で0.16g

の開きがある。色調は紺系統 (パ

ープリッシブルー、プックウィン

グ、ミッドナイトブルー、ダービ

ーブルー、オックスフォードブル

ー、インキブルー)の ものが27点

でもっとも多く、次いで濃緑系統

(プルシアンブルー、ピーコック

ブルー)が21点、青緑 (シーグリ

ーン)が 1点含まれる。明確な線

引きができるわけではないが、紺

系統のものが濃緑系統のものより

もやや大型となる傾向がある。
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刀子 (182)

第一次床面上より出土した。両先端部と関部を欠いている。刃は無関で、背には角関を有

していたものと考えられる。遺存する18.35cmの うち、15.15cmが刃部である。刃部幅はほぼ

一定で、最大幅は1.3cmで ある。茎部は断面隅丸方形で中央部付近は幅0.9cm、 厚み0.2cmであ

る。木質の痕跡は認められないが、漆とみられる付着物が観察される。

柿谷遺跡調査古墳唯―の工具の出上である。工具類の出土頻度の少なさは、鉄製品の保有

率自体の低さとともに古墳群全体の位置づけに関わる問題といえる。       /

周濠内出土土器 (第48図 )

蓋杯183～187の 5点が

出上した。いずれも小片

で、内訳は杯蓋 3点 と言

189

は小片であるが、器高が

高く古い特徴をもつ。183

の口縁部はナデによって

平坦面を作 り出してい

る。杯身186は 口縁端部が

ナデによって外反し、187

は底部が平坦となる特徴

厘ム層
と
、 江Ь
7 ∠型止二::建行:塁正盈

188

0

|     ＼
卜 190

第48図 SM1003周濠内出土土器

がある。188は直線的に八の字状に開く脚部で、短脚の高杯のものと思われる。

弥生土器は 2点が図化されたが、その他の破片とも非常に摩滅しており、調整の観察でき

るものは全くなかった。甕189は くの字状に弱く屈曲する頸部をもつ。底部191は甕の一部と

みられ、結晶片岩を含む。いずれも胎土中への砂粒の混入は多い。弥生時代後期と推定される。

土師器の甕190は口縁部のみの破片で、大きく開く口縁部と粒子の粗い砂粒を多く含む点に

特徴がある。内外面に横ナデの痕跡を明瞭にとどめる。

これらの上器から年代を明確におさえることは困難である。しかし、須恵器に関すれば

TK43～ TK217の 各型式を含んでおり、横穴式石室内での須恵器の状況とほぼ一致している。

土師器の奏は後述する石敷状遺構周辺での類似の上器の出土状況や、この年代の良好な一括

資料の少なく、年代を限定することはむずかしく飛鳥～奈良時代の幅をもって捉えておきた

い。したがって、横穴式石室内で出上したもっとも新しい飛鳥V式の段階までにはおさまる

という見通しにとどめたい。
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墳丘内出上須恵器 (第49図 )

蓋杯は一組分が出上しているが、本来のセットではない。蓋192は低い器高の偏平な器高を

もち、肩部に弱い稜が巡る。周濠内出上の蓋184と 同一個体の可能性がある。杯身193は軟質

で白っぽい焼成になっている。高杯194は脚部のみの破片で、短い脚部の裾部が大きく八の字

状に開く。平瓶195は小片となっていたが完形品として復元できたもので、この器形としては

やや小形である。精良な胎土と薄く仕上げられた器壁から丁寧につくられた感を受ける。甕

はほぼ完形に復元されるものである。体部の最大径は、中半よりやや上位に位置し、肩部の

張りは弱い。底部は緩やかな丸みをもつ。口頸部は短く直線的で、外面端部には断面蒲鉾形

の突帯が巡る。体部外面は平行タタキ後に回転カキメ調整を施しているが、平行タタキは縦

位で、単位は 3 cm四方程度で一単位内の条数は11条である。内面の同心円文当て具は径 6～ 7

194

第49図 SM1003墳丘内出土須恵器
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clnで、体部の最大径付近でパターンが変化することから製作単位を示すものと思われる。体

部下半及び口頸部内面には、オリーブ色の自然釉が付着する。これらの他に、内面に放射状

暗文を施した土師器杯片が出土している。破片の保存状況が悪く、横穴式石室内の杯173と 同

一個体であるかは断定しがたい。

これらの上器は一型式内の範囲を越えて、TK43～ TK217の 各型式内に収まる。したがつ

て、杯192・ 193の ように横穴式石室内出上の上器よりも確実に古いものも含まれているが、

高杯194・ 平瓶195・ 甕196の ように破片がより多く散っていた土器が、古墳築造と同年代にな

る土器には注意しておく必要がある。これは墳丘の項でもみたように意図的な破砕行為を伴

う墳丘上祭斤Eの痕跡とみるべきであろう。

3号墳は疑似両袖式の玄門による複室構造を有しつつ、玄室が胴張りの退化形態を呈する

という点が際だつた特徴をもつ。 2面の整った礫床床面をもち、第一次床面についても礫床

の改変による追葬が行われ、最低 3体以上の埋葬が行われた。出土した土器も石室内外のも

のも含めると、かなり多いものとなっている。出土土器の年代からみると、①横穴式石室内

で出土したもののもっとも古いグループと墳丘内の上器とが一致するTK217型式の 7世紀

前葉、② TK46型式・飛鳥H～Ⅲ式 (7世紀中葉)、 ③ MT21型式・飛鳥V式 (7世紀末～ 8

世紀初頭)の 3つ の時期にまとまりがみられる。このうち、第二次床面上で出上した高杯

(123・ 124)が追葬の段階で伴うものとすれば、確実に行われた 3体の埋葬は7世紀前葉ま

でに終了していたとみることができる。

4号墳 (SM1004)

位置と現状

第10区北端、AF～AH-16・ 17グ リッドに位置する横穴式石室を主体とする円墳である。

最も近い 3号墳と周濠同士で約 9mはなれている。

表土直下において検出されたが、検出された時点ですでに墳丘・石室上部構造
。開口部が

削平されていた。また、石室の北東側には大規模な攪乱があり、墳形はほとんど旧状をとど

めていない。

墳丘

調査範囲の関係上金面的な調査が行われていないことと、前庭部が大きく削平されている

ことから本来の規模は不明であるが、墳丘径8.5mの 円形であったと考えられる。ただし、周

濠の形状や 3号墳の墳丘をみると、正円ではなかったという想定も成り立つ。

墳丘は検出時において、周濠の立ち上がりからの高さが約70cln残っており、そのすべてが

盛り上であった(第 50図 )。 盛り上の分層は第51図のようになされ、標準土色帳による黄褐色
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1    鶴乱       10 灰黄色25Y7/2砂質±    19 にしSミい黄色25Y6/3砂質土
2 灰責色25Y6/2砂質±  11 浅黄色25Y7/3砂質±    20 灰黄色25Y6/2砂質土
3 浅黄色25Y7/2砂質±  12 にしヽくい黄色25Y6/4砂質±  21 浅黄色25Y7/3砂質土
4 灰黄色25Y6/2砂質±  13 浅黄色25Y7/3砂質±    22 にしこくとヽ黄色25Y6/4砂質土
5 灰白色25Y8/2砂質±  14 灰黄色25Y6/2砂質±    23 灰オリープ色5Y5/3砂質土
6 浅黄色25Y7/3砂質±  15 浅黄色25Y7/3砂質±    24 浅黄色2.5Y7/3砂質土
7 灰黄色25Y7/2砂質±  16 暗灰黄色25Y5/2粘質±   25 にしSくい黄色25Y6/4砂質土
8 浅黄色25Y7/3砂質±  17 浅黄色25Y7/3砂質±    26 灰黄色25Y7/3砂質土
9 浅黄色25Y7/3砂質±  18 にvSttヽ黄色25Y6/3砂質±  27 にしヽくtヽ黄色25Y6/3砂質土

第50図 SM1004墳丘土層図

系の色調 を付 している。 これ らのうち、肉眼観察によって責色味の強い層 (3・ 8・ 12・ 15・

17層 )、 黒味の強い層 (9。 14・ 16・ 20・ 26層 )、 灰色味の強い層 (5。 7・ 13層)は、他の

A― A′ L=7660(m)  層と容易に区別ができた。こうした特徴

のある層は、互層状態で観察できる部分

がみられることから、墳丘築造工程の一

単位として捉えられるもので、その入念

な作業ぶりが窺える。

周濠 (第51図 )

横穴式石室の南側に検出された。その

1 黄灰色25Y5/1砂質土
2 浅黄色25Y7/4粘質土
3 黄灰色25Y4/1粘質土

第51図 SM1004周濠内堆積土層図 (ポイントは細 7図に記利 他の部位は調査区外かまたは削平されて
失われている。幅は一定ではなく中央部分で広く検出されるなど、その立ち上がりは鮮明で

はない。。墳丘側での肩は明確ではないが、標高76.50mを 目安とすると幅は1.8～ 4.5mの間

で推移する。

墓墳の規模・形態

調査範囲の制限により、奥壁の後ろ側部分の調査が行われなかったためその全体の規模な

どは不明であるが、長楕円形の形態をとっていたものと推定される。全長6m以上 (推定では

約m)、 幅は1.70～ 2.01mの幅を有する。玄門部の立石については、掘り方の底面をさらに 5

～10cm掘 り込んで石材を据えている。

横穴式石室

石室の構築状況

検出された横穴式石室は、玄門部の袖石を羨道部より突出させない形態で、いわゆる「疑
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似両袖」式である (第52図 )。 主軸はN-50°一Wで、南東方向に開回する。玄室と羨道部の幅

は基本的には変わらない。全長は現存値で6.80m、 玄室長3.88m、 玄室の中間部の幅が1.04

m、 奥壁寄りの最大部分で1.18m、 羨道部長は現存値で2.92m、 羨道部は玄室よりの最も狭

い部分で0.94m、 開口部よりの広い部分で1.04mである。石室で最も残りの良い部分で壁体

が 4段分遺存しており、その部分での第 1次床面からの高さは約0,70mである。

玄室の平面形は大きくみると長方形とみることも可能であるが、玄室の奥壁よりが緩やか

に膨らむ点からは胴張りの、後で触れる奥壁の構造からは隅丸の形態を呈する。ただし、胴

張りに関しては 7号墳でみられるような形態とはやや異なり、退化したものといえる。

玄門部の立石は高さ70cm程度の低いもので当然天丼石までは達していない。

奥壁は玄門の立石と同じ高さの板石を中心に据え、その左右を側壁と同様の石材で縦に積

み重ねてゆくもので、この段階まででコーナーでの「三角積み」は行われていない。この奥

壁の構造は、奥壁に複数の石材を用いている横穴式石室でも際だった特徴である。

側壁の壁体は基本的に偏平か角柱状の石材の平坦面を内狽1に向ける小口積みであるが、右

側壁の奥壁に近い石材 1石・左側壁中央部については 2段分の高さをもつ板石を立てて用い

ている。側壁は2～ 4段分の遺存がみられるが、両側壁とも中央部やや奥壁よりは小形の石

材を中心として積まれている。

横穴式石室内には二次的な堆積が非常に固くしまった状態で堆積していた (第53図 )。 玄門

部付近では、開口方向より玄室内へ向けて傾斜する堆積 (3～ 6層)が注意される。これら

の堆積は第二次床面 (8層上面)を覆っており、開口部または羨道部の天丼石の隙間からの

流入土と考えられる。また、 1層は水田耕作時のハガネで、 2層 は流入土 (3層 )を切り込

んでおり、石室破壊後の堆積とみられる。こうした状況からは、流入上がある程度堆積する

段階までは、古墳の破壊が進行していなかったことを示す。そして、破壊後は開墾して田畑

L=7710(m)

2m

1 浅黄色25Y7/3砂質±     7
2 浅黄色25Y7/3砂質±     8
3 に▼Sミい黄色25Y6/3砂質±  9
4 浅黄色25Y7/3砂質±    10
5 灰黄褐色10YR5/2砂質±   ■

に,Sミい黄色25Y6/3砂質土
にvSヽい黄橙色10YR6/3砂質土
灰オリープ色 5Y5/3砂質上
黄褐色25Y5/4砂質土
浅黄色25Y7/3砂質土
にwSミい黄色25Y6/3砂質土6 にしヽミい黄色25Y6/3砂質±   12

SM1004横穴 式 石 室 内堆 積 土 層 図
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第55図 SM1004羨道部遺物出土状況

としての利用が行われたのであろう。

閉塞石

閉塞石は枢石を境に羨道部の礫床上を人頭大の礫によって覆っている。検出時には枢石よ

りlmの部分に集石の高さのピークがあった。そのため開口方向側には緩 く、玄室方向には

やや急な勾配をもっている。玄室内には2面の礫床をもっているが、閉塞石には積み方に一

定のまとまりみられず、検出状態の閉塞は 2度目の床面に伴うものと考えておきたい。閉塞

内には高杯。平瓶など数個体の須恵器を混入していた (第55図 )。 しかし、後述するように第

二次床面に複数の埋葬の可能性が考えられることから、どの埋葬時の副葬時のものかを特定

することはできない。

床面の形成

玄室内では、二面の床面を検出した。それぞれに異なる点がみられるので、初葬時に形成

された第一次床面からみてゆくことにする。

第一次床面 (第54図 )

墓墳掘削後、基底石を据え整地した (第53図 9～ 11層)段階で礫床の敷設を行っているが、
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第56図 SM1004第二次床面平面図・断面見通し図
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整地層 (9層 )と礫床敷設時の層 (11層 )は分層によって確認された。礫床に用いられてい

るのは砂岩の自然礫で、平らなものを選択している。礫床は玄室の奥半分では一辺20clnのや

や小形のものを奥壁や側壁の形状にあわせて丁寧に敷いているのに対して、手前側半分では

一辺30cmを越えるものを多く用い、やや平坦さにも欠ける。奥壁側の状況は、奥壁側へ棺を

置くための施設と理解でき、その範囲は長さ200cm、 幅110cmと なる。この規模を3号墳の各

床面における棺台施設と,ヒ較すると、幅には問題があるが長さの点ではほば一致している。

奥壁側へ奥壁と直行するような埋葬が行われていたことが推定される。

羨道部においては、第一次床面と同様の方法で礫床が敷設されている。枢石に沿って 2列

に敷かれている部分があり、羨道部は稼室とは異なる工程単位によっていることが分かる。

ただし、より開口部に近い部分では石材の形態などにもやや粗さが目立つ。

礫床は玄室部分がほぼ平坦で、そのレベルは標高約76.50mである。羨道部では枢石付近で

は開口方向へ向けて徐々に傾斜している。

第二次床面 (第56図 )

第一次床面上に砂質土を敷き詰め平坦にした後、径 5 cm未満の小礫を敷き、床面を形成し

ている。奥壁側では特別な施設はみられなかったが、中央寄りにはわずかではあるが人骨片

が出上している。大腿骨と想定され、奥壁付近へ奥壁と石室主軸に平行な遺体の埋葬が行わ

れていたことはまず間違いないだろう。遺存状況がきわめて悪いため、性別 。年齢などの鑑

定は行っていない。人骨のさらに奥壁寄りには鉄鏃が 7個体出上しているが、破損品を含む

ことや切先の方向に一定の方向性がみられないことから本来の状況は失われているものの、

奥壁よりの被葬者への副葬遺物とみるのが妥当である。中央の羨道部寄りでは一辺20～40cm

のやや大形の石材が集中していることと、枢石内側に沿ってやや小振りながら同様の集石が

みられることから、棺台を構成していたものと考えられる。この集石間には、小礫の密度が

濃いことや耳県が 1点出上していることから、棺台の可能性が高い。棺台施設から復元され

る棺の規模は長さ195cm、 幅75cmで ある。したがって、第二次床面上では2体の埋葬が行われ

たと考えられる。

羨道部においては、第一次床面形成以後は閉塞施設が設けられているため、レベルを整え

た特別な施設はみられない。

遺物

横穴式石室内出土遺物

須恵器 (第57図 )

玄室・羨道部より出土した須恵器のうち、図化を行ったものは7点である。そのうち 4点

を無蓋高杯が占めるという特殊な副葬状況を示している。
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蓋 197は

口径が10.5

o                 3cm

第58図 SM1004出上耳環

第57図 SM1004横穴式石室出土須恵器

cmと 小形で

短頸壺など

にイ半うもの

とみられる

が、重本体

は遺存して

い な か っ

た。回転ヘ

ラ切りの痕

跡が明瞭に

残る。

高杯 4点

はいずれも

浅い皿形の杯部と裾で八の字状に大きく開く脚部からなる。器形上特に目立ったバリエーシ

ョンはないが、198と 201は焼成が軟質である。脚端部の下方への拡張も共通しており、同工

によるものと考えられる。198～200の 3点は回縁端部がやや屈曲する。

隠202は破片となって横穴式石室内の各所に分散していた。頸部がすばまり口頸部が大きく

開く形態のもので、壺部最大形の沈線は非常に退化している。焼成は軟質で、高杯198・ 201

と共通の色調をもつ。

平瓶203は 口縁部の一部を欠くがほぼ完形となるもので、やや丸みの強い体部と大きく開く

口縁部に特徴がある。日縁部・体部上面を中心に自然釉の付着がみられる。

これらの須恵器の各器種のうち、高杯杯部の形態や脚部の形状を中心に考えると、TK209

型式、 6世紀末～ 7世紀初頭の年代が与えられる。

その他に、小片となっていたために復元図化が行えなかったものとして、第一次床面礫床

下より出上した平瓶がある。焼成が不完全のため、内面が責褐色

を呈し軟質である。明確な年代を決めることは困難であるが、閉

塞石内で出土した土器と年代差のない TK209型式前後と考えて

よさそうである。この平瓶と同一個体の破片が 3号墳羨道部より

小片となって出土しており、 3号墳と4号墳との関連を考える上

で見逃せない資料である。

耳環 (第58図 )
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204は第二次床面より出上したもので、銅地銀張りである。芯は8.35～ 9.8011ull、 厚さ0.811ull

の中空の銅管であり、表面の銀はほとんどが祭J落している。

鉄鏃 (第59図 )

鉄鏃は 7点が出土

したがいずれも平造

方頭式のものである

が、完形品となるも

のは 1点 もなかっ

た。鏃身関は角関で、

茎部は断面長方形で

あるが、2■では先端

は断面円形で茎尻は

尖り気味である。刃

部幅は想定復元され

るものも含めて2.55 SM1004出土鉄鏃

210

第59図

～2.9cmに収まるなど、形態・法量

にばらうきはみられない。茎部に

木質の痕跡は認められなかった。

周濠内出土須恵器 (第60図 )

杯蓋212は杯身逆転後の器形で、

かえりは短い。上面の自然釉と灰

の付着が著しい。杯身213は 回径に

比して深い器高を有する。立ち上

がりはきわめて短い。やはリタト面 第60図  SM 1004周 濠内出土須恵器

に自然釉の付着がみられる。全般に器壁が厚く、重量感がある。醜214は 回頸より上部をすべ

て欠く。高杯215は細片となって第12調査区からの破片も接合しており、外面に付着したクリ

ーム色の灰が特徴的である。杯部はやや深く、日縁部は直立する。日縁部などを欠いている

ため実測図は掲載しなかったものの、平瓶が 1点出上している。底部をナデ・ユビオサエに

よって平坦としている。これらの須恵器はいずれもTK209～TK217型式に属するもので、横

穴式石室内出上の上器と比較して年代差はないものとみてよい。

4号墳は疑似両袖式をもつ横穴式石室を主体としており、床面は一次のみに礫床を設けて
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いた。玄室は胴張りの傾向を残すもので、胴張りの度合いは 7号墳よりは弱く、 1号墳・ 3

号墳よりは強い。玄室幅についても胴張りと同様の傾向を示している。出土土器は横穴式石

室内のものはTK209型式の範囲内に収まり、6世紀未～ 7世紀初頭の年代が与えられる。こ

れらの上器がどの床面に伴っていたかは不明であるが、出土状況や礫床下面の上器のおおよ

その年代からみると第一次床面への副葬品とみてよいであろう。 3号墳と4号墳の横穴式石

室の構造を比較すると、 4号墳では複室構造は未採用で胴張りの度合いも顕著である。とす

れば、型式的に新しい 3号墳の横穴式石室が後出のものとなり、 4号墳の 3体の埋葬は土器

の一型式の範囲に収まる短い期間に行われことになろう。したがって、初葬は6世紀末～ 7

世紀初頭で、追葬された 2体に関しては4号墳の築造・追葬の行われ方からみて 7世紀前葉

に収まると想定される。

第一次床面への副葬品として鉄鏃 7点が出土した。 8基の横穴式石室の調査においてもっ

とも多量とはいえるが、近隣の同時期の古墳と比べてきわめて貧弱な内容である。 4号墳の

1 明黄褐色25Y7/6砂質±  3 黄灰色25Y5/1粘質土
2 暗灰黄色25Y5/2砂質±  4 に,Sく とヽ黄色25Y6/4粘質土

第61図 ST1001平・断面図

みならず、柿谷遺跡の古墳群全体の評

価として検討すべき課題である。

1号墓 (ST1001)(第 61図 )

位置と現状

第10調査区北半、AE・ AF-17グ リ

ッドにおいて検出された。この位置は

3号墳と4号墳の中間地点に相当し、

後述する石敷状遺構の礫を除去した段

階で平面形などが確認された。調査区

東端に位置するため東側の一部が失わ

れていた。

墓墳の規模・形態

墓墳は長精円形のプランを有し、長軸は検出された状態で1.22m、 短軸0.82mの規模をも

つ。失われた東側を復元によって補うと、長軸は1.3m余 りとなる。主軸はN-66°一Wである。

上面及び堆積土上層には一辺30cmを上回る砂岩の自然礫が集中してみられたが、石室などの

構造は復元しえない。埋上のうち第 4層のみは粘質土であり、土坑底の整地の可能性がある。

第 2層には土師器片数点が包含されていたが、摩滅が著しく図化も不可能であった。偶然の

混入とみられる。

埋土中からは人骨は確認されなかったものの、その規模などからみて土墳墓の可能性があ

義
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る。出土した土器からは年代は不明であるが、土墳墓であるとすれば 3号墳・ 4号墳との位

置関係からみて 7世紀初頭から前葉の築造の可能性を考えておきたい。

2号墓 (ST1002)(第 62図 )

位置と現状

第10調査区北半、AF-17グ リッドに

位置し、ST1001の 北西に隣接する。後

述の石敷状遺構の礫を除去した段階で

その存在が確認された。石敷状遺構の

下面の断ち割り確認のため北西部の一

部が失われた。

墓墳の規模・形態

墓墳は細長い楕円形のプランを有し

ており、長軸は検出された状態で1.76

m、 短軸は1.12mである。主軸はN―

48° Wで ある。埋土上面 には一辺

にwSヽい黄色25Y6/4砂質土
2 明黄褐色25Y6/6砂質土

第62図 ST1002平・断面図

に
＝

ぷ

判
只

∃

） L=7670(m)

20～30cmの砂岩の自然礫が並んでいたが、構造は復元できない。出土遺物はなかった。

埋土中からは人骨は確認されなかったものの、その規模や 1号墓との関連から土墳墓の可

能性が高い。出土遺物がなかったため、年代は推定であるが、その位置関係などからみて 3

号墳・ 4号墳に近い 7世紀初頭から前葉とみておきたい。

石敷状遺構

第10調査区の 3号墳と4号墳との間には、横穴式石室を構築しているのと同質同大の砂岩

が敷き詰められている空間があった。調査当初、礫が上面を平坦に揃えている部分が認めら

れること、礫が隙間をもち小区画となっていることなどから、古墳群との直接的な関係をも

想定していた。しかし、断ち割りを行った結果、礫を取り外した段階で素掘り清が検出され

た (図版)こ と、礫の下位にあたる4号墳の周濠上面において、古代または中世後期の可能

性をもつ土師質土器が出上していることより、開墾の際に耕作地を平坦にするために古墳の

墳丘及び横穴式石室を削平しつつ、その谷となる部分を埋め立てた結果であることが判明し

た。しかしながら、なぜ整然とした小区画に敷き詰めたかなどについては、調査の成果から

は明らかにすることができなかった。

遺物は石敷の上下、盛り上内にほぼ均等に含まれており、その出土状況には規則的なもの

はみられなかった。
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第63図 第10調査区石敷状遺構内出土土器

石敷内出土遺物 (第63図 )

蓋杯は12点が図化可能であった。形態によって大きく二者に分けることができる。216～221

は、偏平で底部がやや直線的で短く内傾する立ち上がりを有する杯身に、日径が小さく丸み

をもち稜線などが退化した蓋がつくものである。これら6点には回転ヘラ切り後ナデ調整は

施されているものもあるが、回転ヘラは省略されている。217の形態は 3号墳出上の184・ 192

と近いものであるが、色調に若干の違いがある。216と 221は外面に付着する灰などの状況か

ら本来のセットであろう。これらはTK209型式に位置づけられる。222～ 227は蓋杯の形態が

逆転後のもので、法量などからさらに分類が可能である。杯身224・ 225は 回径が小さく、器

高がやや深めである。底部外面に回転ヘラ切りの明瞭な痕跡をとどめる。TK217型式である。

杯蓋222・ 223は ほぼ同様の法量を有するもので、かえりの形態などに違いがある。222の外面

にはオリーブ灰色の自然釉が濃厚に付着する。TK46型式、飛鳥H～Ⅲ式である。226・ 227は

前の2グループと比べて、日径・器高ともに大きくやや外側へ開く高台をもつ。TK48型式、

飛鳥V式にあたる。

228は土師器杯で、口縁端部が外側へ屈曲する特徴がある。摩滅によって器表面の観察は困

難であるが、放射状暗文が施されているようだ。 1号墳出上の37・ 38と類似した形態であり、

飛鳥 I～ H式、TK209～TK217型式に並行するものと考えられる。

229は 回縁部を欠く平瓶で、口径部の外への傾斜がやや大きい。体部下半内面に長さ1.5cmの
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1 浅黄橙色10YR3/3砂質土
2 にvざい黄橙色10YR6/3砂質土
3 にしいい黄橙色10YR6/3砂質土
4 淡黄色25Y8/3砂質土
5 灰黄色25Y7/2砂質土
6 淡黄色25Y8/3砂質土
7 浅黄色25Y7/3砂質土
8 灰白色25Y7/1砂質土

第64図 SM1005横穴式石室実測図

(tu)019と=1
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圧痕が全周する。ヘラ削りの原体であろうか。体部下半は上半に比べて、極端に軟質である。

出土した土器は、 6世紀末～ 7世紀初頭、 7世紀中葉、 7世紀未～ 8世紀初頭の 3つの年

代のものが含まれている。これらの上器の年代は3号墳 。4号墳の出土土器のそれとほぼ一

致してくることが分かる。特に、 3号墳出上の上器と比較すると、119と 225、 121と 226・ 227

のようにセットをなす可能性のあるものが含まれていることに注意したい。石敷状遺構の形

成と3号墳の破壊が一体のものであるとともに、 3号墳の追葬の際の上器が石敷状遺構から

出土することは 3号墳で出上した土器がどの埋葬に伴うかを不明確にするものである。

5号墳 (SM1005)(第64図 )

位置と現状

第11調査区南寄り、AA-18グリッドに位置する。 2号墳。3号墳。6号墳などともに、も
っとも遺構の密集した地域の一角を占める。第11調査区の南端付近には溝状の攪乱が集中し

ており、 5号墳もこれらの攪乱によって大部分が破壊されている。したがって、横穴式石室

の基底石と礫床の一部分が原位置にあり、きわめて遺存状況は悪い。

墓壊の規模・形態

墓墳は攪乱によって破壊されているため規模・形態などは不明であるが、礫床の下面より

約10cmが遺存していた。他の石室の例などを参考にすると、この数値は本来の墓墳の深さと

一致しているとみられる。

石室の構築状況

横穴式石室のうち遺存していた部分は、玄室の基底石部分で検出全長は2.91m、 その幅は

0,79mである。玄室の平面形態は失われた基底石の抜き取り穴の位置・形態も加味すると長

方形であるが、若干中央部が膨らむ胴張りの退化したプランであろう。基底石はいずれも板

状の偏平な石材の小日の平坦部分を内側に向けており、立てて用いることの多い 1号墳 。3

号墳・ 4号墳とは異なる構造をもつ。礫床は一辺10～25cmの小形の偏平な礫を用い、平坦面

な床面を形成している。礫床のレベルは標高約76.10mで、基底石の上面のレベルと一致して

いる。検出された玄室の中央部付近の近接した位置から、耳環が 2点検出された。これらの

0                 3 cn

第65図 SM1005出土耳環

位置が原位置を保っているとすると、 3号墳の第

二床面の例にもある通り二体目の埋葬に伴う可能

J性がある。

遺物

耳環 (第65図 )

230・ 231はいずれも中実の銅管を芯とした銀張
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りのものである。遺存状況はともにほぼ良好である。縦径231ull前後、横径2511ull余 り、重量13

gと共通した寸法をもち、本来のセットとみなしてよい。

5号墳は遺存状況のきわめて悪い古墳であり、構造などもほとんど不明である。一部遺存

していた玄室構造からみると、胴張りが退化してほぼ直線的となる6世紀末から7世紀初頭

の築造が想定される。また、外部施設についても不明な点が多いが、SK1002は その位置関係

からも周濠の可能性もある。

6号墳 (SM1006)(第66図 )

位置と現状

第11調査区中央部東端、AC-19・ 20グ リッドに位置する。第11調査区と第12調査区の境界

となる畦によって破壊されている。したがって、 6号墳は横穴式石室の一部のみが残り、墳

丘・周濠の規模など不明な部分が多い。破砕された須恵器甕が出上した SK1002は 6号墳の周

濠となる可能性もある。横穴式石室は玄室の西側壁の基底石と廉面の礫床が遺存する。奥壁

は失われていた。

墓墳の規模・形態

そのほとんどが破壊され全体の規模は明らかではない。遺存する部分をみると1.52m、 幅

が0.52mで、現状での深さは■cmである。その掘り込みは基盤層までは及んでいない。

石室と床面の構築状況

横穴式石室は遺存状況はきわめて悪いが、残された石材などからその概要をみることにし

よう。石室はすべて砂岩の自然石を使用し、玄室の一部を残すのみで、羨道・玄門の構造は

明らかではない。基底石は一辺30～40cmのやや大形の石材を小口積みにしている。奥壁の抜

き取り穴は板石を立てて用いていたことを示しているが、一石か二石かの断定はできない。

奥壁抜き取り穴と側壁との角度からは、わずかに胴張りの傾向がみられる。これらの特徴か

らは3号墳との類似が指摘できる。床面は一辺20～30cmの偏平な礫を用い、隙間に拳大の小

円礫を充填して、平坦面を整える。小円礫の充填は7号墳などにみられる。遺存する横穴式

石室の玄室長は1.75m、 幅は0.63mである。主軸の方位は明らかにし得ないが、胴張りを有

するとした場合N-7°一W、 長方形プランであるとした場合N-2°一Wと なる。6号墳の横

穴式石室に伴う遺物は全くなかった。

きわめて遺存状況の悪い横穴式石室を主体とする古墳であるが、径10m程度の墳丘をもっ

ていたと考えると、隣接する4号墳、 4号溝との位置関係は微妙なものとなる。 6号墳から

は出土遺物はなかったが、玄室にわずかな胴張り傾向がみられることや奥壁の構成からみて、
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3号墳に近い時期の築造が想定される。

/′淮鋳

べ落皓

0                  1m

第67図 ST1003竪穴式石室実測図
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3号石室墓 (ST1003)(第 67図 )

位置と現状

第■調査区中央部やや南より、AB・ AC-18。 19グ リッドに位置する。 3号墳横穴式石室

の開口部の延長上にあたり、 5号墳・ 6号墳とも隣接している。

包含層掘削の段階で、壁体の石材が長方形の口字形をなして並んでいる状況が確認された。

また、石室内の中央部を中心として壁体を構成する石材と同質同大のの石材が多数転落して

おり、削平による破壊や遺存状況が予想された。転落した石材の中には天丼石となるような

大形のものは含まれていなかった。

墓境の規模・形態

長軸3.40m、 短軸2.29mの長楕円形を呈しており、現存する深さ0.19mであった。

石室の構築状況

後述する第12調査区の石室墓群とは異なり、基底石となる 1段目の壁体の石材を立てて用

いず小日積みにする、竪穴式石室的な構造をもつ石室である。墓墳掘削の後に基底石を据え

るが、その際の裏込めとなる土は基盤層や石室内埋土と同質の砂質土である(第68図 )。 石材

の用い方は 2段目以上も1段目と同様で、若干の持ち送りがみられる。平面形は基本的に長

第68図 ST1003竪穴式石室内堆積土層図

方形であるが、

中央部分がわず

かに膨らみ、南

側/Jヽ口より耳ヒ側

小日が広くつく

られている。

床面の形成

礫床あるいは

貼り床などの特

別な施設を用い

ず、墓墳掘削時

の底面をそのまま床面として利用している。床面のレベルは標高約75,75mである。

法量 。主軸・頭位

復元される石室の内法の長軸2.30m、 北側小日部の幅1.00m、 中央部の幅1.10m、 南側小

日部の幅0.89mである。この数値は横穴式石室以外の主体部の中でももっとも大きな規模を

有するものである。内法寸法は成人の伸展葬を可能にするばかりか、二体併置の余地さえあ

る。主軸はN-27°一Wであるが、遺体埋葬の痕跡がみられなかったため頭位方向を決めるの

は困難である。ただし、北側小口を南側より広くつくっているため北側に向けていた可能′l■_

L=7600(m)

D― D′断面 L=7600(m)

1 にしSミい黄橙色10YR7/2砂質土
2 灰黄色25Y〃2砂質土
3 にしヽくい黄橙色10YR7/3砂 質土
0             1m
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がある。

遺物

石室墓に伴う遺物は 1点 もみられなかった。石室や掘り方の埋土中に、弥生土器片とみら

れる小片が若干出土しているが、出土状況からみて本来の副葬土器ではなく、偶然の混入と

みられる。

3号墓は、第12調査区に展開する4～ 9号墓とは全く違った構造を有する竪穴式石室系の

石室墓である。また、構造・石材の用い方においても、横穴式石室と共通する部分があり、そ

の特異性が注目される。築造

年代は出土土器がないために

断定できないが、周囲で検出

された古墳の年代をもとに 6

世紀末頃に中心をおく数十年

とみてよいであろう。また、5

号墳・ 6号墳の墳丘規模が不

明であるが、これらの墳丘裾

か内部にあったとすれば、主

体となる古墳への従属的な性

格が浮き彫りとなってこよう。

1号土坑 (SK1001)(第 69図 )

第10調査区と第11調査区と

の境界の南より、AA-18グ リッドに位置する。遺構面よ

りもわずかに盛り上がっている状態で検出されている。

N-4°一Wに主軸をもつ細長い土坑で長軸2.27m、

短軸0.44～ 0.80mを測る。堆積土はやや粒子の細かい

粘質土である。検出面からの深さは約10cmである。遺

物は坑底より浮いた状態で土坑全体から出上している

が、とくに意図的な破砕の状況などは窺えなかった。

出土遺物 (第 70図 )

平瓶232は 口頸部を除くほぼ全形が接合によって復

Y=82′ 685

1 黄灰色25Y6/1粘質土

第69図

たと4鋭
~

X=125′ 658

γ=82′ 685

L=7600(m)

SK1001平・断面図

｀
子″ごヽド
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元された。体部最大径21.15cmを 測る大形の平瓶である。底部はナデによる整形を施している。

回転ヘラ削りを施した下半の器表は粗い。日頸部を欠損しているが、TK209型式前後に位置

づけられる。

1号土坑の性格は現状からは決めがたい。 2号墳 。3号墳・ 5号墳に付帯する可能性が高

いが、位置関係からは 5号墳の周濠の残欠とみることもできよう。 5号墳の外部施設とした

1 にしよい黄橙色10YR6/3砂質土

第71図 SK1002平・断面図

Ｆ
＝
『
Ｐ
８
（ヨ
）

場合、横穴式

石室に副葬土

器がなかった

ため、平瓶232

によって与え

られる年代は

重要である。

2号上坑

(SK1002)

(第71図 )

第11調査区

南 寄 り 、

AB-19グ リ

ッドに位置す

る。北 側 に

SM1006・

ST1003、 南側

ヤこS�11005が

位置し、これ

らの遺構の性

格を考える上

でも重要な位

置関係を占め

ている。

長軸3.51m、 短軸0.84～1.19mの溝状を呈し、東側は堆積土が失われており明確な立ち上

がりが遺存していない。したがって、深さは5～20cmと 一定しない。長軸の方向はN-81°一

Wである。埋土はややしまりの弱い砂質上である。遺物のうち土器は土坑の中央部付近に、
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第72図 SK1002出土須恵器

坑底より浮いた状態でまんべんなく出土しており、その大部分は甕234である。甕234の出土

状態には規則性はなく、破片となった状態で意図的に撒かれているようである。また、堆積

土中ではなかったものの、耳県が土坑の肩より出土しており、SK1002がいずれかの古墳と密

接な関係をもつ可能性を示す遺物として注目される。

出土遺物

須恵器 (第72図 )

233はやや軟質焼成の蓋杯である。丸みを帯びた天丼部を有する。甕234は 口縁部を欠いて
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いるものの、ほぼ完形の状態に復元することができた。日縁部は全周にわたって欠損してい

るが、打ち欠いた痕跡は認められない。器形は肩部がやや張り、底部がややすばまるもので、

従って最大径は中半より上位にある。肩部には環状の吊り手が付され、全周では4箇所にあ

ったことがその位置関係から分かる。体部外面の平行タタキは縦位で、その原体は3.5～ 4 cm

四方と推測される。内面の同心円当て具は中心部に放射状の刻みがあるいわゆる「車輪文」

となっている。車輪の輻に相当する刻みの条数は 6条である。体部の一側面にはやや暗いオ

リーブ色の自然釉が付着する。体部上半には、他の個体 (法量からみておそらく蓋杯)力 接ゞ

していた痕跡が残る。233についてはTK43型式であるが、甕については車輪文タタキの年代

ヽ

的位置づけに検討が必要であり、TK43～TK209型式 とみておき

、  たい。
|

ア

/235
耳環 (第73図 )

銅地銀張 りの耳環で、そのほとんどが欠損している。直径

第73図  SK1002出土耳環 5.5～ 6.811ulの 中実の銅管を用いており、その径は22～ 2411mに 復元

される。表面の遺存状況は比較的良好である。

第10・ 第11調査区包含層遺物

土器 (第74図 )

出土した蓋杯は15点であるが、法量・形態によって 3群にグルーピングが可能である。第

一は236～ 242は丸みを帯びた天丼部をもつ杯蓋と短い立ち上がりをもつ杯身がセットとなる

ものである。239・ 240は 口径がやや古くTK43型式に位置づけられる。その他については、

TK209型式の範疇に収まるであろう。241の底部外面にはヘラ起こし時の 8 mll幅の原体の痕

跡が明瞭に残る。第二のグループはやや器高が高く、宝珠形のつまみを有する杯蓋 (243・ 246)

とそれに伴う杯身 (248)である。下方へのかえりの突出は一様ではないが、TK217型式、飛

鳥 I式に位置づけられる。第二のグループは先のグループよりも回径が大きく偏平化した杯

蓋 (244・ 245・ 247)とこ、高台付きの杯身 (249・ 250)が伴う。形態的なばらつきも少なく、

TK48型式・飛鳥Ⅲ式に位置づけられる。胎土は精良であるが、245・ 247に関しては混入砂粒

も多く、器表面も粗い。

251・ 252は脚部のみの破片である。251は倒杯形の形態で、端部が内面に拡張する。台付椀

の一部であろうか。252は胎土・色調に違和感があり、年代的にやや新しい可能性がある。長

頸壼または長頸瓶の可能性が高い。底部内面と脚部外面にオリーブ灰色の自然釉が付着する。

提瓶254は体部片のみである。肩部に吊手をつけているが、ボタン状の円形浮文となってお

り、完全に退化した形態となっている。
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第75図 第10・ 第11調査区出土石器

醜のうち、253は 回縁部周辺のみの破片で、口縁部と頸部の明瞭な境界が特徴である。254

は口縁端部や円孔部分を失っているが、頸部が細くしまるもっとも新しい段階のものである。

弥生土器の底部が 2点出土しているが、いずれも2号墳の周囲で壺形土器の一部分である

と考えられる。ともに底部内面にヘラ削りの痕跡をとどめているが、256の原体幅が2.2cm、

257のそれは1.6cmで ある。胎土は粗く、結晶片岩を含む混入砂粒も多い。弥生時代中～後期

のものと考えられるが、年代を決める口縁部などの破片は確認されなかった。

Ｔ
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土師器甕は口頸部のみの破片であるが、頸部の屈曲からみて長胴となることが想定される。

きわめて多量の石英を中心とする大粒の砂粒が混入している。 3号墳周濠で出上した土師

器甕190と 同一個体であろう。明確な年代は不明である。

石器 (第75図 )

259～ 266の 8点はサヌカイト製の石鏃である。259・ 260・ 261・ 263・ 265は凹基式、262・

264は凸基式である。261を除くと、先端の角度はやや鈍い。一部欠損しているものもみられ

るが、おおよそ法量的には近似した値を示している。267はサヌカイト製の楔形石器で、表面

に自然面を残す。下端及び左側縁部を機能面として用いている。
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D 第12～第14調査区 (第76図 )

IY=82′ 700

第76図 第12～第14調査区遺構酉E置図

していたものと考えられる。また、 8号墳の横穴式石室の前

墳の周濠としても用いられていることが堆積から分かった。

も横穴式石室の礫床部分がさきに検出されたことから、石室

ることが想定された。横穴式石室はもっとも残りの良い部分

た玄門の立柱石が立ったまま途中で欠損していることから、

ここで報告する範囲は、

第12～第14調査区である。

これらの調査区において検

出された 2条の溝 (SD1004・

SD1005)がその東西の両端

において検出された。これ

らにはさまれた区域におい

て、横穴式石室を主体とす

る円墳 2基 (SM1007・

SM1008)、 小竪穴式石室が

6基 と墳墓が集中して検出

された。こうした分布状況

は 1号墳～ 6号墳が築かれ

た区域とは空間利用の原則

0 が異なっているようであ

る。以下、個別の遺構をみ

てゆくことにする。

7号墳 (SM1007)

位置と現状 (第77図)X
～AA-22～24グ リッドで

検出された。玄室は第13調

査区に、周濠は第12・ 13の

両調査区にまたがって検出

された。周濠の一部を切っ
40m

て 8号墳が築かれているた

め、外観上は双円墳状を呈

庭部では、 7号墳の周濠が 8号

表土を除去した時点で壁体より

のかなりの部分が破壊されてい

でも2段しか残っておらず、ま

水田の開墾時に徹底した破壊を

ST1005

-   G

6 ST1007電
1009

ST1008
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第77図  SM 1007・ SM1008墳丘平面図

受けていることが窺い知れる。
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と=7420(m)

1 にしヽい黄橙色10YR7/2砂質土
2 淡黄色5Y8/4砂質土
3 淡黄色25Y8/3砂質土
4 浅黄色25Y7/3砂質土
5 浅黄色25Y〃3砂質土

6 浅黄色25Y7/3砂質土
7 淡黄色25Y8/4砂質土
8 明黄褐色25Y7/6砂質土
9 灰白色25Y7/1粘質土
10 灰白色25Y8/2砂質土

SM1007墳丘断ち割 り上層図
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淡黄色25Y8/3砂質土
灰白色25Y3/2砂質土
淡黄色25Y8/3砂質土
浅黄色25Y7/3砂質土

L=7420(m)

第78図



外部施設

墳丘

第13調査区側は削平が著しかったが、断ち割り (第74図)に よって若干の盛り上堆積を確

認しているが、その他の部分では明確には捉えられない。したがって墳丘規模は周濠の内縁

径によって推定すると、11.6～ 12.8mの径を有することになる。盛 り上 (第74図 第 9～第
14層 )は、横穴式石室を中心に外側へ傾斜する砂質土による堆積で、高さは15cm遺存していた。

B― B′ L=7470(m)

周濠 (第79図 )

第12・ 13調査区にまたがっているため、底面のレベル

には約 lmの高低差があり、削平の規模の大きさが窺い

知れる。一部が 8号墳の横穴式石室によっても切られて

おり、一部不明な箇所があるが、外縁径13.2～ 13.8mの

規模である。幅は削平の度合いによっても多少増減する

が、0.52～1.72mの間で推移し、1.lmが平均的な値であ

る。深さは15～30cmを測る。埋土はくすんだ黄褐色系統

が中心で東の第13調査区では粘性が強い傾向がみられる

が、 8号墳の墳丘によって早い段階で埋められているた

めか粘性は乏しい (第75図 )。

遺物は横穴式石室の、前庭部からの一連の上器がみら

れたほか、数点ずつのまとまりが散発的にみられた。ま

た、大刀などの鉄製品の破片も出土した。

内部施設

墓壌の規模・形態

基本的には長楕円形であるが、玄室の部分よりも羨道

部分ではやや狭い形態を有する。全長7.1lm、 玄室部分

の最大幅3.26m、 羨道部分の幅2.86mの規模をもつ。第

12調査区との段差が lm近 くあることからみると、墓墳

自体の深さも段差よりではかなり深いものであったとみ

られるが、検出面からの墓墳の深さは35～40cmで ある。

墳丘をある高さまで盛った状態で墓墳が掘込まれている

状況が断ち割り上層図によって観察できる(第78図 )。 墓

墳内は横穴式石室構築時の整地上が平行堆積しており、

責褐色系統の砂質上が用いられている。
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A― A′    と=7470(m)

ー

D― D′ と=7400(m)

L=7400(m)

6

1 灰オリーブ色 5Y6/2砂質土
2 灰白色 5Y7/2砂質土
3 浅黄色 5Y7/4砂質土
4 淡黄色 5Y8/3砂賃上
5 黄灰色25Y6/1粘質土
6 黄灰色25Y5/1粘質土
7  灰黄色25Y6/2粘質土
8  万〔Eヨ t2 5Y7/1*占椰qョL
9  灰黄色25Y7/2粘質

=上10 浅黄色25Y7/3粘質土
H 浅黄色25Y7/3粘質土
12 責灰色25Y4/1粘質土
13 黄灰色25Y6/1粘質土
14 灰白色25Y7/1粘質土
15 黄灰色25Y6/1粘質土
16 黄灰色25Y5/1粘質土
17 灰黄色25Y7/2粘質土

第79図 SM1007周濠内堆積土層図
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第80図 SM1007横穴式石室実測図
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横穴式石室 (第80図 )

横穴式石室は破壊が進行しているため不明部分が多く、両袖式と考えられる。右袖部の玄

門立石は失われているが、抜き取り攪乱の穴が該当の箇所にみられたため、玄門構造復元の

根拠とした。奥壁部などでは基底石となる石材は検出されなかったものの、支えの小形石材

の存在と墓墳の形状によって玄室奥壁部の形態を復元することができる。羨道部も同様であ

る。また、閉塞施設は残っていなかった。

玄室は中央部が丸 く膨らむ細長い胴張りの形態を呈する。奥壁部は4石により構成されて

いたことが推定できる。胴部がもっとも張るのはやや奥壁寄りである。各部位の計測値は玄

室長3.50m(復元値)、 玄室最大幅1.80m、 玄門部での幅1.08m(復元値)、 羨道部の幅1.27

m(復元値)と なる。現存している石材は側壁の各基底部および壁体の一部玄門立石である。

側壁の基底石は一辺40～70cmのかなり大形の石材を用い、その安定のために脇に小形の石材

で支えている箇所が随所にみられる。玄門立石は石材を基底石と比較して10～15cm深いレベ

ルに立てて用いているため、支えは特に丁寧に行われている。左側玄門部・羨道部の側壁部

は裏込め石材が用いられている。また、壁体間のしまりのよい砂質土中には炭化物が混入し

ていた。石室構築段階の痕跡とみることができる。

7号墳の横穴式石室は柿谷遺跡を構成する古墳の中でももっとも幅の広いものである。玄

室最大幅1.80mは石室主軸と直行する遺体埋置が可能である。しかし、埋葬を直接的に示す

人骨などの資料は出土しなかったため、この床面における被葬者の数 。それらの位置につい

ては不明である。

床面の構築状況

第一次床面 (第81図 )

墓装掘削後、墓墳を掘削した土によって整地を行いながら礫床の敷設を行う。礫床に用い

られている石材は砂岩の自然礫で、一辺30～50cmの礫床に用いるものとしてはやや大形であ

り、あまり平坦とはいえない。中でも、中央部付近に比較的大きなものが集中し、側壁に近

い箇所では側壁に沿うような形で石材を用いている点は、玄室の平面形との関連によるもの

であろう。

床面上には遺物はなかったが、礫の隙間から須恵器片が、礫の下部より鉄片が出上した。

須恵器は前庭部で出土した有蓋高杯蓋 (278)と 接合するものが含まれ、第二次床面による追

葬の時点で石室外に持ち出されたものの残欠とみてよい。

第二次床面 (第82図 )

第一次床面の礫床に砂岩の人頭大の礫を追加し、礫の隙間に径 3～ 10mmの砂岩の円礫を充

填して面を整えて形成している。そのため部分的には第一次床面と石材を共有する箇所も見

―- 98 -―
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られる。床面の標高は71.85

～90mである。玄室内北西角

付近に小礫がやや粗な箇所が

あるが、削平によるものであ

り、棺台のための礫床敷設の

粗密は特にみられない。

須恵器片が中心でわずかに

鉄器片が含まれていた。須恵

器はいずれも有蓋高杯に伴う

蓋であり、高杯は前庭部に持

ち出されていた。主に玄室中

央部から玄門にかけて集中し

ていたが、細片となっている

ものも多く、本来の副葬状態

ではないであろう。前庭部で

出上した土器と接合するもの

や第一次床面の上器と同一個 第83図 SM1007横穴式石室前庭部遺物出土状況

体のものがあり、どの時点での副葬かを見きわめることは困難である。

石室前庭部の遺物出上状況

前庭部から周濠にかけては 7号墳に副葬された土器片が多数出土した (第83図 )。 上器はい

ずれも須恵器で、高杯及びその蓋・提瓶
。子持器台が含まれていた。出上位置は前庭部と周

濠との接点であり、破片はいずれも細かい破片となっていた。中には玄室内の上器と接合す

るものもあり、追葬時に持ち出し投棄したと考えられる。

遺物

須恵器 (第84・ 85図 )

蓋 (268)は小さい目の日径に断面方形のつまみと下方へのかえりを伴う。上面の回転
ヘラ

ケズリが施された器表はざらついている。この蓋が載るような土器は出土していないが、(台

付)長頸重に伴う可能性がもっとも高い。形態的には 3号墳出上の118と類似している。

高杯の蓋 (269～278)イまいずれも明るい青灰色を呈しており、有蓋高杯と共通の色調であ

る。したがつて、杯身が出土しておらず高杯に伴うものとみておきたい。丸い天丼部をもつ

のが特色で、その中で肩部に稜を有するもの (271)、 肩部に稜を有しつまみを伴うもの(269)、

やや偏平な器形となるもの (277・ 278)な どに分類することができる。口縁端部内面の沈線

働7
２６８０
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は退化しているために、ごくわずかな痕跡として残る。口径・器高には若子のばらつきがあ

る。肩部に稜や天丼部のつまみは、269・ 271はやや古い形態の特徴をもつ。軟質焼成の273・

274は、高杯279。 280と セットになることが想定される。

有蓋高杯 (279～286)は長脚 2段透かしを三方向に有し、浅い皿形の杯体部に短い立ち上

がりをもつものである。透かしは上下並列で、上下とも長方形のもの (281・ 285)、 上がスリ

ット状で下が長方形のもの (280)、 上下ともスリット状のもの (282・ 283・ 284・ 286)があ

る。このグルーピングは焼成 。杯部の立ち上がり・脚柱の形態・脚端部の形状の差異とは一

致していない。

提瓶 (287)の体部は偏球形で吊手はもたない。胎土・焼成は須恵器として通常のものであ

るが、完全に明赤褐色となる色調は土師器のそれと酷似している。回転ヘラ削りを施した面

に「 |」 のヘラ記号がある。大粒の砂粒の混入が目立ち、色調も考え併せると特殊性が際だ

つている。

子持器台 (288)は杯口縁部に小形の杯である子器 4個のを配する子持器台である。杯部中

心には別個体を載せて焼成した痕跡がみられ、子器以外の上器でこれに伴う土器があった可

能性がある。やや紫がかったくすんだ色調 。胎土は、他の須恵器と比較してきわめて異質な

ものである。脚部は中央部が細 く裾への広がりが直線的となる特徴をもつ。杯部は浅く、日

縁端部に強い沈線が巡る。子器の接合に際して粘上の補充と共に強いナデが施され、端部は

波打っている。子器はいずれも薄く仕上げられており、短い立ち上がりは上方へ強く反る。

子器の杯に伴う蓋のうち 3点は上面がくばむつまみを有する。山田邦和氏の分類の I-2類
に相当し、装飾付須恵器としては比較的多い形態である (6)。

これらの副葬土器は、長脚 2段透かしの有
~4~高
杯が主となり、出土していない長頸重・提

瓶 。子持器台が加わるというセットとなり、セット内での有蓋高杯の比重がきわめて高い。

これらの高杯の形態的な特徴からみると、柿谷遺跡内で検出された遺構のものとしてはもっ

とも古く、TK43型式にあたる。年代は 6世紀後葉が与えられる。

鉄製品 (第86図 )

環頭大刀289は環頭部分のみが遺存していた。幅4.05cm、 高さ2.45cmの 環状を呈し、捩りを

加えている。290は不明鉄製品で、2本の金具が環を介して結合している。環を有する金具は

断面方形であるが、結合している金具は断面円形である。轡に伴う引手の可能性がある。

7号墳は唯―明確に羨道より内側へ突出する玄門構造をもつ横穴式石室である。遺存状況

はきわめて悪いものであったが、その平面プランが胴張りで、奥壁部分が 4石で構成されて

いるということが明らかとなり、さまざまな問題がある。 7号墳の前庭部などから多数出土
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した須恵器は、長脚 2段透かしをもつ有蓋高オ

となり、柿谷遺跡の各古墳の中でももっともT

が与えられる。第一次床面の礫間にも土器が,

造年代と一致している。第二次床面に関しても礫床上の上器が本来 第86図 SM1007周濠出土鉄製品

伴うものかは判断はできないが、 6世紀後葉からはさほど経ていない段階のものと推察され

る。その年代と他の横穴式石室の形態を,ヒ較すると、玄室の狭長化・胴張りの退化という傾

向が進行していることが分かり、それらの祖形が 7号墳であったということになる。ただし、

7号墳と4号墳の横穴式石室の形態を検討するとき、型式的な流れに若干の飛躍が認められ、

中間的な横穴式石室の存在もしくは大きな画期を想定しておく必要がある。

8号墳 (SM 1008)

位置と現状 (第76図 )

第13調査区やや東より、Y～AA-24・ 25グ リッドに位置する。7号墳の項でも触れた通り、

7号墳の周濠を切り込んで 8号墳の横穴式石室が築かれている。また、周濠は 7号墳の墳丘

に接する西側を除く周囲に新たに掘削している。ただし、開墾・削平の際に出た横穴式石室

の石材を集めている部分があり、南東側では周濠は途切れている。横穴式石室は隣接する 7

号墳同様削平が著しく、高さにして30cm、 側壁 1～ 2段分が遺存するのみであった。埋土は

しまりの非常によい砂質上で、人頭大の砂岩礫が多数含まれている。石材の大きさが壁体の

A― A′

9  淡黄L25Y8/4砂質土
10 灰黄色25Y7/2砂質土
■ 灰白色25Y8/2砂質土
12 灰白色 5Y8/1砂質土
13 淡黄色25Y8/3砂質土
14 淡黄色 5Y8/3砂質土
15 灰白色 5Y8/2砂質土
16 淡黄L5Y8/3砂質

=上

SM1008墳丘たち割 り上層図
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L=7420(m)

0                2m

17 灰白t5Y8/2砂質土
18 淡黄てヨ5Y8/3砂質

=上19 灰白色 5Y8/2砂質土
20 灰白色 5Y3/1砂質土
21 淡黄色25Y8/3砂質土
22 淡黄モヨ25Y8/4翻♭1霊土
23 淡黄色25Y8/4砂質土

1 浅黄色25Y7/3砂質土
2 浅責色25Y7/3砂質土
3  浅黄色2 5Y7/4砂質土
4 灰白色25Y8/2砂質土
5  灰黄t25Y7/2砂 質土
6  淡黄L5Y3/3砂質土
7  淡黄色2 5Y8/3砂質土
8  浅黄モ≧25Y7/3翻

'1霊

上

第87図



ものと類似しており、削平を受けた際の転落によるものと考えられる。床面に近い埋土中に

は炭化物が若千混入していたが、埋葬に伴うものかどうかは不明である。 7号墳の壁体間で

も同様の現象がみられたことから、構築の過程である可能性は残されている。

外部施設

墳丘

墳丘はそのほとんどが失われているため、周濠の内縁径によると8.0～ 8.4mと いうことに

なる。盛り上自体は削平に力Hえて攪乱を受けているため、パターンはつかみにくいが淡黄色

の砂質土と灰白色の砂質上が互層に観察できる箇所がある。また、これらの盛り上は横穴式

石室を中心に外側に傾斜しており (第87図 )、 3号墳。4号墳と同様に壁体の構築に併せた盛

り上が行われていたものと推定される。

周濠 (第88図 )

墳丘が独立せず 7号墳に寄せていることと南側は攪乱によって途切れているため、全周巡

ったと仮定した場合には外縁径は約12.Omに復元できる。幅・深さは一様ではなく、幅

F― F′
1.80～ 2.36m、 深さ0.2mを測

L=7370(m)

る。埋土は淡黄色の砂質上で

占められ、砂岩の風化礫を比

較的多く含む (第88図 )。

周濠内からはサヌカイト製

L=7400(m)

2mのナイフ形石器 1点が出上し
を 竣藝繋学:チユ穆畳圭                 た他は、土器は出上しなかっ3 浅黄色25Y7μ砂質土
第88図 SM1008周濠内堆積土層図 (断面ポイントは第77図に記入) た。

内部施設

墓墳の規模・形態

A― A′断面

1 灰黄色25Y7/2砂質土
2 に,Stい東色25Y6/3砂質土
3 灰白色25Y7/1砂質土
4 浅黄色25Y7/3砂質土

0

第89図 SM 1008横穴式石室内土層図

５

６

７

　

　

ｍ

淡黄色25Y8/3砂質土
淡黄色25Y8/3砂質土
灰白色 5Y3/1砂質土
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墳丘の横断面 (第87図 A― A′断面)においては、墓壊は遺構面に墳丘の盛り上を最低 2度

以上行った段階で掘削していることが分かる。ただし縦断面の奥壁部分 (第87図 B― B′断面)

では、墓墳を埋め終わった段階で最初の盛り上を行っている。長さは前庭部分と7号墳周濠

との関係が不明瞭なため5.35m以上、幅は2.15mの規模となる。

石室の構築状況 (第90図 )

横穴式石室はN-10°一Wに主軸をもち、玄門施設を明確に設けない無袖式のもので、上部

構造が失われているため玄室と羨道の境界は不明である。側壁に横長の石材を用いる部分で、

内側へのせり出しが認められるが、玄室と羨道との長さの比や石材の用い方からみて、玄門

とは認められない。用いている石材は砂岩の自然礫で一辺20～30cmの形の揃ったものである。

ただし、奥壁部と右側壁部にやや大形のものを用いているのが注目される。奥壁は板石を立

てて用いているが、脇の部分に支えのための石材をおいており、見かけ上は 1石による構成

となっているが平面プランは 2石 ともみることができる。平面プランは基本的には長方形で

あるが、奥壁部分は両側壁が狭まっている。胴張りの退化した形態の可能性がある。また、

開口方向に向かってわずかに開き気味である。側壁が 2段残っているところでは、持ち送り

の傾向がある。各部位の計測値は全長4.44m、 中央部での最大幅1.04m、 奥壁部分での幅0.80

m、 開口部の幅1.03mで、残存する高さはもっとも残りのよいところで0.43mである。

床面は礫床や貼り床などの特別な施設は設けていない。横穴式石室内奥壁近くには、上面

を平らに整えた集石がみられた。範囲は約 lm四方である。用途は不明であるが、棺台の可

合蟄陛も捨てきれない。横穴式石室内に転落した石材は多数みられたが、閉塞施設はみられな

かった。

遺物の出土状況

横穴式石室内では、床面に伴う遺4/Jは 1点 も検出されなかった。

前庭部では、平瓶や甕はいずれも一辺10cm未満の細かい破片の状態で検出された(図版47)。

その範囲は約 lm四方であり、きわめて集中した状況であるといえる。なかでも、甕は多く

の破片となっていたが、特に明確な打ち欠きの痕跡などをとどめていないが、その出土状況

からみて、墓前祭祀に使用した後に、砕かれた可能性が高い。

出土遺物 (第91図 )

杯蓋291は唯一横穴式石室内の埋土より出土した。口径が小さく器高が高く復元されたが、

やや歪の大きい点が問題である。杯身292はわずかな破片であるが、7号墳出上の有蓋高杯と

色調が類似している。高杯 4点 (293・ 294・ 296。 297)イよいずれも小片となっており、完形

品は含まれていない。長脚としてはやや短い脚部で、端部が水平近 く大きく開く。293を除く
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第91図 SM 1008出 上須恵器

3点は淡い青灰色を呈しており、同工によるものである。平瓶295はほぼ全体の形状が分かり、

体部の大きさと比較して口頸部がやや小さくアンバランスである。体部上面は丸く、下面が

平坦に仕上げられており安定感はよい。体部上面全体に灰がかぶっており、さらに口縁端部・

体部上面・下面には溶着物が点々と付着している。甕298は復元によってごく一部の欠損を除

―-109-―



き完形となったものである。器形は最大径が体部のほぼ中位にある倒卵形で、底部はやや平

坦な形状をもつ。日縁部は外反し端部付近で上方へつまみ上げられている。体部外面の平行

タタキはやや右に傾く縦位で、丁寧な回転カキメ調整のため単位は不明である。内面の同心

円文当て具の痕跡は体部最大径付近で 3列に揃っており、製作工程の単位を示している。口

縁部内面には「逆V」 字形の線刻がある。

これらの須恵器のうち、 7号墳の副葬土器の可能性がある292を除くと、高杯・平瓶はおお

むね TK209型式に位置づけられる。また単独では年代を決めがたい杯蓋・甕についても

TK209型式に近い時期が想定され、土器からみた場合は一度の埋葬で追葬は行われていない

とみることができるが、断定はできない。このことは、 8号墳が 7号墳の墳丘・周濠を切っ

て築造されているいるという事実は矛盾するものではない。

8号墳は 7号墳の墳丘と周濠を切って、横穴式石室と墳丘を築く横穴式石室を主体とする

古墳である。したがって外観上は双円墳となっていたことが推定される。出土した土器から

も6世紀未～ 7世紀初頭の年代が与えられ、先後関係には問題はない。一つの墳丘内に複数

の横穴式石室を築くことは、県内では三島 1号墳にみられるが通有のことではなく、愛媛県

では北条市新城古墳群・伊予郡砥部町大下田古墳群などで数例がみられる。

横穴式石室は無袖式のもので、玄門構造はみられない。同時期とみられる4号墳と比較す

ると、墳丘規模・横穴式石室の構造の点で見劣りがする。しかし、小石室墓ではなく墳丘を

もつ横穴式石室として築造していることから、 7号墳との強い関連が考えられる。

4号石室墓 (ST1004)(第 92図 )

位置と現状

第12調査区中央部、AD・ AE-21・ 22グ リッドに位置する。石室墓群の北端を占める。包

含層の掘削時に礫床が検出され、壁体および上部構造は削平によって完全に失われていた。

墓壌の規模・形態

墓墳は隅丸の長方形状を呈しており、長軸1.68m、 短軸1.07mを測る。検出面からの深さ

は0.05mと 浅いが、礫床の遺存状況からみて本来の深さをとどめている。埋土は基盤層に似

た性質の砂質上で、墓墳掘削時のものを用いているのであろう。

石室の構築状況

石室はその壁体をすべて失っているものの、抜き取り穴によってその概要を知ることがで

きる。短側壁はそれぞれ一石で、長側壁は 3～ 4石で構成されているのであろう。石室の平

面プランは基本的に長方形であるが、やや北側が広くつくられている。内法は長軸で1.10m、

短軸で0.49mである。一辺20cmの平たい礫を用い、イヽ円礫は用いていない。礫床床面のレベ
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ルは標高74.9mである。主軸は

N-34°一Wで、北側がやや幅広

であることから、頭位は北向き

と考えることができる。出土遺

物はなかった。

上部構造が全く失われている

が、基底石は板石を立てて用い、

2段日以上を小口積みにする構

造が想定できる。人骨は出上し

なかったものの、法量などから

みて再葬墓の性格が考えられ

る。年代は出土土器がなく明確

にはしがたいわゞ、サ性格からみて

ST1006・ 1007と 同様の 6世紀末

～ 7世紀初頭と考えられる。

5号石室墓 (ST1005)(第 93図 )

位置と現状

第12調査区中央部、AD-22

B一 B′ L=7510(m)
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第92図 ST1004平・断面図

グリッドに位置する。石室墓群の中央部に位置する。包含層の掘り下げ中に礫床を検出した。

6基で構成される石室墓群の中でも最も遺存状況が悪く、床面のプランに関して抜き取り穴

の位置関係に負うところが大きい。上部の構造は削平によって失われているが、北側で出土

した平たい礫 2点は壁体を構成していたものと考えられる。

墓墳の規模・形態

墓墳は東側の一部は失われているが、不整な長方形状を呈しており、長軸1.82m、 短軸1.60

mを測る。縁辺は緩やかな傾斜をもつ掘り込みで、現状での深さ0.06mで ある。埋土は基盤

層と似た色調 。土質であり、墓墳掘削時の上を用いたみることができる。

石室の構築状況 遺存状況がきわめて悪いために、その概要はわずかに抜き取り穴によって

知るのみである。平面プランは長方形で、内法の長軸は0.88m、 短軸は0.49mを測る。主軸

はN-63°一Wであるが、頭位方向は不明である。床面は一辺20cm未満の平たい礫によって形

成されているが、隙間を補う小円礫については検出されず、用いられなかった可能性がある。

礫床床面のレベルは標高74.9mである。北側の 2点の礫は一辺30cmの 自然礫で、現位置にある
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L=750o(m)
とすれば基底石と

もみられるが、山

田古墳Aの例など

によると壁体に/Jヽ

回積みされたもの

わゞ転落したとみた

方が よい。抜 き取

り穴からはだヽ口部

の石材は北側では

一石であるが、南

側では複数の可能

性がある。

削平が著しく全

体の規模が明らか

ではなく、人骨な

どの遺物は出土は

なかったものの、

法量などからみて

再葬墓としての位

置づけが与えられ

7世紀初頭とみられ
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第93図 ST1005平・断面図

る。年代は再葬墓 としての性格からST1006・ 1007と 同様の 6世紀末から

る。

6号石室墓 (ST1006)(第94図 )

位置と現状

第12調査区中央部、AC-21・ 22グ リッドに位置する。石室墓群の中央部にあたる。包含層

の掘り下げに際して礫床が検出された。したがって、壁体 。上部の構造はすでに削平によっ

て完全に失われていた。

墓墳の規模・形態

墓墳は隅丸の長方形状を呈しており、長軸1.36m、 短軸1.05mの規模をもつ。縁辺では緩

やかな傾斜をもつ浅い掘り込みで、現状での深さは0.12mである。埋土は基盤層と類似して

おり、墓墳掘削時の上を用いているとみられる。
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L=7510(m) 石室の構築状況

6号墓は壁体がすべて失われ

ているために、抜き取り穴から

その概要をみると、平面プラン

は長方形で、内法は長軸で1.24

m、 短軸0.55mを測る。主軸を

N-4° 一Wと しているが、頭位

方向は不明である。床面は一辺

30cmのやや大形の偏平な石をそ

れぞれの裾を接するように敷き

並べる。これらの隙間をやや小

形の石材で補つているが、小円

礫はほとんど用いられていな

い。これは主となる石材によっ

てほぼ平坦面が形成されたため

とみることができる。礫床床面

のレベルは標高74.95mである。

小日部の石材は北側では一石で

構成されているが、南側では不

明である。

Υ IV=乾 れ

第94図  ST1006平・断面図

遺物の出上状況

遺物は床面上からではなく、北西部コーナーの抜き取り穴の埋土中より須恵器杯身片・甕

体部片が出土した。したがって、本来の副葬位置ではないが、ST1006に 伴うものとみてよい

だろう。

出土遺物 (第95図 )

須恵器の杯身299は破片となっているが、全形は明かである。口径

が小さく、立ち上がりは短く上方へ反り上がるため、内面の屈曲は

鋭い。底部は回転ヘラ切り後の調整が施されていない。田辺氏の編

第95図 ST1006出土須恵器 年におけるTK209型式に相当する。甕の破片は 5 cm四方の体部の中

位のもので、外面は縦位の平行タタキ後回転カキメ調整、内面は同心円当て具による調整で

ある。外面にヘラ状工具による記号らしい線刻がある。
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1 黄褐色25Y5/3砂質土
2 灰黄色25Y7/2砂質土
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